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第４２０⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙３：１〜１４ ・・・・４０ 
第４２１⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙３：１５〜２０  ・・・・４０ 
第４２２⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙３：２１〜４：７ ・・・・４０ 
第４２３⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙４：８〜２０ ・・・・４１ 
第４２４⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙４：２１〜５：１ ・・・・４１ 
第４２５⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙５：２〜１５   ・・・・４１ 



目 次 
  通読✓  聖書箇所    ⾴数 
第４２６⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙５：１６〜２６  ・・・・４１ 
第４２７⽇ □ □ ガラテヤの信徒への⼿紙６：１〜１８ ・・・・４２ 
第４２８⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙１：１〜１４ ・・・・４２ 
第４２９⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙 1：１５〜２３ ・・・・４２ 
第４３０⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙２：１〜１０ ・・・・４２ 
第４３１⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙２：１１〜２２  ・・・・４３ 
第４３２⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙３：１〜１３ ・・・・４３ 
第４３３⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙３：１４〜２１ ・・・・４３ 
第４３４⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙４：１〜１６   ・・・・４３ 
第４３５⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙４：１７〜５：５ ・・・・４４ 
第４３６⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙５：６〜２０ ・・・・４４ 
第４３７⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙５：２１〜３３  ・・・・４４ 
第４３８⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙６：１〜９ ・・・・４４ 
第４３９⽇ □ □ エフェソの信徒への⼿紙６：１０〜２４ ・・・・４５ 
第４４０⽇ □ □ フィリピの信徒への⼿紙１：１〜１１ ・・・・４５ 
第４４１⽇ □ □ フィリピの信徒への⼿紙１：１２〜３０ ・・・・４５ 
第４４２⽇ □ □ フィリピの信徒への⼿紙２：１〜１８ ・・・・４５ 
第４４３⽇ □ □ フィリピの信徒への⼿紙２：１９〜３０ ・・・・４６ 
第４４４⽇ □ □ フィリピの信徒への⼿紙３：１〜４：１  ・・・・４６ 
第４４５⽇ □ □ フィリピの信徒への⼿紙４：２〜９ ・・・・４６ 
第４４６⽇ □ □ フィリピの信徒への⼿紙４：１０〜２３  ・・・・４６ 
第４４７⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙１：１〜８ ・・・・４７ 
第４４８⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙１：９〜２３   ・・・・４７ 
第４４９⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙１：２４〜２：５ ・・・・４７ 
第４５０⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙２：６〜１９   ・・・・４７ 
第４５１⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙２：２０〜３：１１ ・・・４８ 
第４５２⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙３：１２〜４：１ ・・・・４８ 
第４５３⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙４：２〜６    ・・・・４８ 
第４５４⽇ □ □ コロサイの信徒への⼿紙４：７〜１８   ・・・・４８ 
第４５５⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼀１：１〜１０ ・・・・４９ 
第４５６⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼀２：１〜１２ ・・・・４９ 
第４５７⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼀２：１３〜２０ ・・・・４９ 



目 次 
  通読✓  聖書箇所    ⾴数 
第４５８⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼀３：１〜１３ ・・・・４９ 
第４５９⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼀４：１〜１８ ・・・・５０ 
第４６０⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼀５：１〜１１ ・・・・５０ 
第４６１⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼀５：１２〜２８・・・・５０ 
第４６２⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼆１：１〜１２ ・・・・５０ 
第４６３⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼆２：１〜１７ ・・・・５１ 
第４６４⽇ □ □ テサロニケの信徒への⼿紙⼆３：１〜１８ ・・・・５１ 
第４６５⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀１：１〜１１     ・・・・５１ 
第４６６⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀１：１２〜２０     ・・・・５１ 
第４６７⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀２：１〜３：１a   ・・・・５２ 
第４６８⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀３：１b〜１６     ・・・・５２ 
第４６９⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀４：１〜１６      ・・・・５２ 
第４７０⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀５：１〜１６   ・・・・５２ 
第４７１⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀５：１７〜２５  ・・・・５３ 
第４７２⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀６：１〜１０  ・・・・５３ 
第４７３⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼀６：１１〜２１  ・・・・５３ 
第４７４⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼆１：１〜１８  ・・・・５３ 
第４７５⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼆２：１〜１３  ・・・・５４ 
第４７６⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼆２：１４〜２６  ・・・・５４ 
第４７７⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼆３：１〜１７  ・・・・５４ 
第４７８⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼆４：１〜８    ・・・・５４ 
第４７９⽇ □ □ テモテへの⼿紙⼆４：９〜２２  ・・・・５５ 
第４８０⽇ □ □ テトスへの⼿紙１：１〜１６  ・・・・５５ 
第４８１⽇ □ □ テトスへの⼿紙２：１〜１５  ・・・・５５ 
第４８２⽇ □ □ テトスへの⼿紙３：１〜１５  ・・・・５５ 
第４８３⽇ □ □ フィレモンへの⼿紙１〜１７  ・・・・５６ 
第４８４⽇ □ □ フィレモンへの⼿紙８〜２５  ・・・・５６ 
第４８５⽇ □ □ ヘブライ⼈への⼿紙１：１〜１４  ・・・・５６ 
第４８６⽇ □ □ ヘブライ⼈への⼿紙２：１〜１８  ・・・・５６ 
第４８７⽇ □ □ ヘブライ⼈への⼿紙３：１〜１１  ・・・・５７ 
第４８８⽇ □ □ ヘブライ⼈への⼿紙３：１２〜１９ ・・・・５７ 
第４８９⽇ □ □ ヘブライ⼈への⼿紙４：１〜１６  ・・・・５７ 



目 次 
  通読✓  聖書箇所    ⾴数 
第５２２⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼀４：１〜１１  ・・・・６５ 
第５２３⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼀４：１２〜１９  ・・・・６６ 
第５２４⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼀５：１〜１４  ・・・・６６ 
第５２５⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼆１：１〜１５  ・・・・６６ 
第５２６⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼆１：１６〜２１  ・・・・６６ 
第５２７⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼆２：１〜１０a  ・・・・６７ 
第５２８⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼆２：１０b〜２２  ・・・・６７ 
第５２９⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼆３：１〜７  ・・・・６７ 
第５３０⽇ □ □ ペトロの⼿紙⼆３：８〜１８  ・・・・６７ 
第５３１⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀１：１〜１０    ・・・・６８ 
第５３２⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀２：１〜１７  ・・・・６８ 
第５３３⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀２：１８〜２７  ・・・・６８ 
第５３４⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀２：２８〜３：１０   ・・・・６８ 
第５３５⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀３：１１〜２４  ・・・・６９ 
第５３６⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀４：１〜６  ・・・・６９ 
第５３７⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀４：７〜２１  ・・・・６９ 
第５３８⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀５：１〜１２  ・・・・６９ 
第５３９⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼀５：１３〜２１  ・・・・７０ 
第５４０⽇ □ □ ヨハネの⼿紙⼆１〜１３   ・・・・７０ 
第５４１⽇ □ □ ヨハネの⼿紙三１〜１５   ・・・・７０ 
第５４２⽇ □ □ ユダの⼿紙１〜１６   ・・・・７０ 
第５４３⽇ □ □ ユダの⼿紙１７〜２５   ・・・・７１ 
第５４４⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１：１〜８  ・・・・７１ 
第５４５⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１：９〜２０  ・・・・７１ 
第５４６⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２：１〜７  ・・・・７１ 
第５４７⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２：８〜１１  ・・・・７２ 
第５４８⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２：１２〜１７  ・・・・７２ 
第５４９⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２：１８〜２９  ・・・・７２ 
第５５０⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録３：１〜１３  ・・・・７２ 
第５５１⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録３：１４〜２２  ・・・・７３ 
第５５２⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録４：１〜１１  ・・・・７３ 
第５５３⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録５：１〜１４  ・・・・７３ 



目 次 
  通読✓  聖書箇所    ⾴数 
第５５４⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録６：１〜１７  ・・・・７３ 
第５５５⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録７：１〜１７  ・・・・７４ 
第５５６⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録８：１〜１３  ・・・・７４ 
第５５７⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録９：１〜２１  ・・・・７４ 
第５５８⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１０：１〜１１  ・・・・７４ 
第５５９⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１１：１〜１４  ・・・・７５ 
第５６０⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１１：１５〜１９  ・・・・７５ 
第５６１⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１２：１〜１８  ・・・・７５ 
第５６２⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１３：１〜１８  ・・・・７５ 
第５６３⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１４：１〜１３   ・・・・７６ 
第５６４⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１４：１４〜２０  ・・・・７６ 
第５６５⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１５：１〜８  ・・・・７６ 
第５６６⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１６：１〜１１   ・・・・７６ 
第５６７⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１６：１２〜２１  ・・・・７７ 
第５６８⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１７：１〜１８  ・・・・７７ 
第５６９⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１８：１〜１０  ・・・・７７ 
第５７０⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１８：１１〜２４  ・・・・７７ 
第５７１⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録１９：１〜２１  ・・・・７８ 
第５７２⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２０：１〜１５  ・・・・７８ 
第５７３⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２１：１〜８  ・・・・７８ 
第５７４⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２１：９〜２７  ・・・・７８ 
第５７５⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２２：１〜５  ・・・・７９ 
第５７６⽇ □ □ ヨハネの黙⽰録２２：６〜２１  ・・・・７９ 
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第２６６日 
 

使徒言行録１：１～１４ 
 

 「あなたがたの上に聖霊が降ると、あ
なたがたは⼒を受ける。・・・、また、地
の果てに⾄るまで、わたしの証⼈となる」
（８節）。使徒⾔⾏録はルカによる福⾳
書の続きです。この書には、福⾳が教会
を通して広がっていく様⼦が書かれてい
ます。この福⾳の広がりを⽀えた主役は、
使徒たちや教会ではなく聖霊です。わた
したちもまず聖霊の働きを願い求めまし
ょう。聖霊によってわたしたちは証⼈と
されます。 

（執筆・初出：石坂和久・2008年 7月） 

 
 
第２６７日 
 

使徒言行録１：１５～２６ 
 

 「すべて⼈の⼼をご存じである主よ、
この⼆⼈のうちのどちらをお選びになっ
たかを、お⽰しください」（２４節）。 
 主イエスはユダのことすら、事前にす
べてをご存じでした。神のご計画は、⼈
の思いをはるかに超えて計り知れず、信
頼して委ねるばかりです。 

あなたがマティアであれば、召された
御⽤を全うさせてくださいと祈り、マテ
ィア以外の者であれば、彼のために祈り
ましょう。 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 9月） 

第２６８日 
 

使徒言行録２：１～１３ 
 

 「炎のような⾆が分かれ分かれに現れ、
⼀⼈⼀⼈の上にとどまった」（３節）。 
 ２章には「⼀」という字が繰り返し登
場しています。⼀同が⼀つになって集っ
ているときに、聖霊が⼀⼈⼀⼈の上に臨
んだのです。 

わたしたちの信仰は⼀⼈⼀⼈が神との
密な関係を持ち、しかも教会において個
⼈個⼈が⼀つになったときに全うされる
と聖書は語ります。 
 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 9月） 

 
 
第２６９日  
 

使徒言行録２：１４～４２ 
 

 「神はこのイエスを復活させられたの
です。わたしたちは皆、そのことの証⼈
です」（３２節）。 
 ペトロと⼗⼀⼈の使徒たちは、主イエ
スの復活を⼒強く語りました。洗礼を受
けて聖霊の賜物をいただくのは、主イエ
ス・キリストの復活を証しするためで
す。その機会は思わぬときや場所で来る
かもしれません。でも恐れる必要はあり
ません。なぜなら、語る⾔葉は、必ず聖
霊が与えてくださるからです。 

（執筆・初出：坂井一富・2011年 2月） 
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第２７０日 
 

使徒言行録２：４３～４７ 
 

 「財産や持ち物を売り、おのおのの必
要に応じて、皆がそれを分け合った」（４
５節）。今⽇の箇所には初期クリスチャ
ンコミュニティーのありようが、理想的
に描かれています。わたしたちもクリス
チャンであるならば、互いにどのような
関係であるべきか、集まって何をすべき
かについて、本質的なことが具体的に⽰
されています。事情がよくわからないか
ら各⾃にまかせよう、などという考えは
ありません。 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 9月） 

 
 
第２７１日 
 

使徒言行録３：１～１０ 
 

 「ペトロは⾔った。『わたしには⾦や
銀はないが、持っているものをあげよ
う。ナザレの⼈イエス・キリストの名に
よって⽴ち上がり、歩きなさい』」 
（６節）。⾜の不⾃由な男が癒されまし
た。彼は「躍り上がって⽴ち」ました。
このような経験は⾦や銀の⼒ではなく、
「イエス･キリストの名によって」与え
られました。⽇本の教会は⼩さいです
が、それは問題にはなりません。信仰が
あれば神の⼒を⾒ることができます。 

（執筆・初出：金明瑾・2014年 4月） 

第２７２日 
 

使徒言行録３：１１～２６ 
 

 「あなたがたの⾒て知っているこの⼈
を、イエスの名が強くしました。それは、
その名を信じる信仰によるものです。イ
エスによる信仰が、あなたがた⼀同の前
でこの⼈を完全にいやしたのです」（１
６節）。イエス･キリスト、この御名に⼒
があります。御名は信仰の先祖、預⾔者
たちを通して語られてきたのです。突然
現れたのではありません。しかし、御名
により⼈をいやす⼒が現されるのはその
名を信じる信仰者によってです。 

（執筆・初出：金明瑾・2014年 4月） 

 
 
第２７３日  
 

使徒言行録４：１～２２ 
 

 「ほかのだれによっても、救いは得ら
れません。わたしたちが救われるべき名
は、天下にこの名のほか、⼈間には与え
られていないのです」（１２節）。 
 名を知るとは、その⼈がどのような⼈
であるかを知ることです。主イエスの名
を知るとは、その知識を通していやされ
救われることです。ほかにいっさいの救
いの⼿⽴てはない、との御⾔葉にしっか
り⽴ちましょう。 
 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 9月） 
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第２７４日 
 

使徒言行録４：２３～３７ 
 

 「主よ、今こそ彼らの脅しに⽬を留め、
あなたの僕たちが、思い切って⼤胆に御
⾔葉を語ることができるようにしてくだ
さい」（２９節）。イエス・キリストにつ
いて⼈々に⼤胆に語るときに、激しい反
発を受けることがあります。それでも、
聖霊が、⼤胆に御⾔葉を語ることができ
るようにしてくださいます。また聖霊が、
御⾔葉を語る者たちを次々と起こされま
す。伝道献⾝者や牧師のために、聖霊の
助けを祈り続けましょう。 

（執筆・初出：坂井一富・2008年 7月） 

 
 
第２７５日 
 

使徒言行録５：１～１６ 
 

 「あなたは⼈間を欺いたのではなく、
神を欺いたのだ」（４節）。アナニアと
サフィラが裁かれた理由は、⼟地の代⾦
全額を献げなかったからではありませ
ん。「これは⼟地を売った代⾦の⼀部で
す」と⾔って献げれば良かったのです。
しかし彼らは⾃分たちの⾒栄のために
「これが全額です」と⾔って献げまし
た。⾃分を実際より良く⾒せようとする
誘惑はいつもやってきます。すべてをご
存知の主の前に正直になりましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2005年 10月） 

第２７６日 
 

使徒言行録５：１７～３２ 
 

「『⾏って神殿の境内に⽴ち、この命
の⾔葉を残らず⺠衆に告げなさい』と⾔
った」(２０節）。⼤祭司とサドカイ派に
よって再投獄された使徒たち。彼らに現
れたのは天使でした。天使は牢から彼ら
を連れ出し、これからすべきことをはっ
きり告げました。「⾏って・・・告げなさ
い」と。命の⾔葉を告げることは、信じ
る者の存在理由であり使命です。「残ら
ず⺠衆に告げなさい」。恵みだけではな
く裁きをも「残らず」です。 

（執筆・初出：金明瑾・2014年 4月） 

 
 
第２７７日  
 

使徒言行録５：３３～４２ 
 

 「あの計画や⾏動が⼈間から出たもの
なら、⾃滅するだろうし、神から出たも
のであれば、彼らを滅ぼすことはできな
い」（３８ｂ〜３９a 節）。⼈間から出
た計画や⾏動は、⼀時的には効果がある
ように⾒えますが、やがては消えゆくも
のです。何が神の御⼼であるかを知るた
めには、常に祈って⾏動し、⾏動して祈
るという繰り返しが必要です。主よ、今
⽇⼀⽇の歩みをあなたの御⼼に従って導
いてください。 
（執筆・初出：品川謙一・2005年 10月） 
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第２７８日 
 

使徒言行録６：１～１５ 
 

 イエスの⼗字架の前には⼗⼆弟⼦がい
ました。しかし、復活と昇天の後は百⼆
⼗名に、聖霊が降ったあとは三千⼈、五
千⼈と増え続けました。エルサレム教会
は教会組織を必要とし、執事を選びます。
その結果「こうして、神の⾔葉はますま
す広まり、弟⼦の数はエルサレムで⾮常
に増えていき」（７節）ました。霊に満
ちた教会の組織は教会を成⻑させます。
多様化された今の時代は多様な働き⼈が
必要です。あなたの働きが必要です。 

（執筆・初出：金明瑾・2011年 2月） 

 
 
第２７９日 
 

使徒言行録７：１～１６ 
 

 「そのとき、まだ⼦供のいなかったア
ブラハムに対して、『いつかその⼟地を
所有地として与え、死後には⼦孫たちに
相続させる』と約束なさったのです」
（５節）。すでに⾼齢となっていたアブ
ラハムにとって、神の約束は不可能とも
思えるものだったと思います。しかし神
の約束は真実で、必ず実現することを聖
書の歴史が証明しています。今は結果が
⽬に⾒えなくとも、神の約束に信頼して
歩んでいきましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2005年 10月） 

第２８０日 
 

使徒言行録７：１７～２９ 
 

 「モーセは、⾃分の⼿を通して神が兄
弟たちを救おうとしておられることを、
彼らが理解してくれると思いました。し
かし、理解してくれませんでした」（２
５節）。モーセが⾃分の思いでイスラエ
ルの⺠を救おうとしたとき、⼈々は彼を
理解せず、彼は挫折して逃げ出してしま
いました。しかし神が彼を遣わしたとき、
⼤きな働きをさせていただいたのです。
⾃分の思いではなく、主の導きに従って
仕えていきましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2005年 10月） 

 
 
第２８１日  
 

使徒言行録７：３０～４３ 
 

 「わたしたちの先に⽴って導いてくれ
る神々を造ってください。エジプトの地
から導き出してくれたあのモーセの⾝の
上に、何が起こったのか分からないから
です」（４０節）。サタンはいつも不安
や疑いを利⽤して神の⺠を惑わそうとし
ます。そして⽬に⾒える偶像（お⾦や⾃
分の能⼒も偶像になり得ます）に頼るよ
うに仕向けるのです。やがて朽ちゆく地
上のものではなく、永遠に変わらない神
の御⾔葉に信頼しましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2005年 10月） 
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第２８２日 
 

使徒言行録７：４４～８：１a 
 

「天が開いて、⼈の⼦が神の右に⽴っ
ておられるのが⾒える」(５６節）。 

ステファノは、聖霊に満たされて、主
イエス・キリストが、わざわざ御座から
⽴ち上がって、⾃分を迎え⼊れてくださ
るのを⾒ました。そして、最後の時を迎
えました。わたしたちは、地上の⽣涯を
終える時、何を⾒るのでしょうか。主を
⾒ることを信じて、主のために労苦する
者は幸いです。ステファノは幸いにもそ
の初穂（最初の殉教者）となったのです。 

（執筆・初出：坂井一富・2014年 4月） 

 
 
第２８３日 
 

使徒言行録８：１b～２５ 
 

 「さて、散って⾏った⼈々は、福⾳を
告げ知らせながら巡り歩いた」（４
節）。ステファノの殉教をきっかけにし
て起こった⼤迫害が、結果的には福⾳を
多くの⼈々にもたらすことになりまし
た。⼀⾒マイナスに⾒える出来事が、⼤
きな神のご計画の中で福⾳の前進に⽤い
られたのです。今みなさんの周りに何か
マイナスに⾒える状況がありますか。そ
こにどんな神のご計画があるのかを祈り
求めましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2005年 10月） 

第２８４日 
 

使徒言行録８：２６～４０ 
 

 「宦官は、『⼿引きしてくれる⼈がな
ければ、どうして分かりましょう』と⾔
い、⾺⾞に乗ってそばに座るようにフィ
リポに頼んだ」(３１節）。フィリポが宦
官に近づく前から、聖霊なる神が宦官の
⼼を導いておられたことがわかります。
今⽇も神は、わたしたちの知らない多く
の⼈々の⼼に働きかけておられるのです。
神よ、あなたが導こうとしておられる⽅
のところへ、わたしを遣わしてください。 
 
（執筆・初出：品川謙一・2005年 10月） 

 
 
第２８５日  
 

使徒言行録９：１～２５ 
 

 「さて、サウロはなおも主の弟⼦たち
を脅迫し、殺そうと意気込んで、⼤祭司
のところへ⾏き」（１節）。サウロはど
んな⼈物だったのでしょうか。１節から
考えると、⾃発的で⾏動的な⼈です。⾃
分が正しいと思うことに対しては突進す
る⼈でしょう。このサウロがイエスとの
出会いによって、⾏動するクリスチャ
ン、宣教する教会を導く使徒パウロへと
変えられました。わたしの性質も宣教の
ために変えられ⽤いられると信じます。 

（執筆・初出：金明瑾・2011年 2月） 
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第２８６日 
 

使徒言行録９：２６～４３ 
 

 「皆は彼を弟⼦だとは信じないで恐れ
た。しかしバルナバは、サウロを連れて
使徒たちのところへ案内し」（２６〜２
７節）。バルナバの勇気ある⾏動がなけ
ればサウロは弟⼦だと認められなかった
かもしれません。⼈間の判断からすれば、
昨⽇まで敵対していた相⼿を仲間として
受け⼊れるのは⾮常にむずかしいことで
す。しかし主イエスの⼗字架にはすべて
の隔ての壁を取り壊す⼒があります。今
⽇あなたは誰のバルナバになりますか。 

（執筆・初出：品川謙一・2008年 8月） 

 
 
第２８７日 
 

使徒言行録１０：１～８ 
 

 「あなたの祈りと施しは、神の前に届
き、覚えられた」（４節）。カイサリア
の百⼈隊⻑コルネリウスは、異邦⼈とし
て⽣まれましたが、主なる神を信じた信
仰の第⼀世代でした。 

神は常に新しい⼈々をご⾃分の⺠とし
て呼び集めておられます。クリスチャン
ホームに⽣まれる恵みも確かにあります
が、第⼀世代のクリスチャンたちにも⼤
切な使命があります。それぞれの賜物を
活かして共に主に仕えていきましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2008年 8月） 

第２８８日 
 

使徒言行録１０：９～３３ 
 

 ユダヤ⼈たちにとって、外国⼈と交わ
ること、ましてやイエス・キリストの福
⾳によって、彼らが神を信じることなど、
考えられないことでした。その壁を越え
ていく働き⼿の⼀⼈として、神はぺトロ
をお選びになりました。疑問、苦悩を克
服し、「ためらわないで⼀緒に出発しな
さい」（２０節）と神はぺトロを導かれ
ます。福⾳宣教のために「ためらってい
る」ことがありませんか。福⾳は全ての
⼈のためのものです。 

（執筆・初出：大井尚・2005年 10月） 

 
 
第２８９日  
 

使徒言行録１０：３４～４８ 
 

 「割礼を受けている信者で、ペトロと
⼀緒に来た⼈は皆、聖霊の賜物が異邦⼈
の上にも注がれるのを⾒て、⼤いに驚い
た」（４５節）。主イエスの弟⼦として
⽣きることは、悟りを開いて動じなくな
るというような⽣き⽅ではありません。
むしろ逆に、このユダヤ⼈たちのように
主なる神の御業を⾒て、⼤いに驚くこと
になるでしょう。さあ主の御業に⽤いて
いただいて、⼤いに驚かされる⼈⽣を楽
しもうではありませんか。 

（執筆・初出：品川謙一・2008年 8月） 
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第２９０日 
 

使徒言行録１１：１～１８ 
 

 「わたしのような者が、神がそうなさ
るのをどうして妨げることができたでし
ょうか」（１７節）。神のなさることを
「わたしのような者が」と⾔って妨げて
いることはないでしょうか。福⾳を伝え
る使命と働きを妨げていることはないで
しょうか。無⼒さへの逃避は、聖霊の⼒
よりも⾃分の⼒に頼ることであって、信
仰ではありません。謙遜ではなく傲慢で
す。信仰の働きは聖霊の働きです。 
 

（執筆・初出：大井尚・2005年 10月） 

 
 
第２９１日 
 

使徒言行録１１：１９～３０ 
 

 「迫害のために散らされた⼈々は、フ
ェニキア、キプロス、アンティオキアま
で⾏ったが、ユダヤ⼈以外のだれにも御
⾔葉を語らなかった」（１９節）。初代
教会にはユダヤ⼈以外に福⾳を伝えると
いう発想がありませんでした。その“常
識”をこえてギリシア⼈にも語りかけた
とき、多くの⼈々が主に⽴ち帰り世界宣
教の道が開かれました。わたしたちも先
⼊観を捨て、まだ教会に来たことがない
⼈たちにも福⾳を語りかけましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2008年 8月） 

第２９２日 
 

使徒言行録１２：１～１９ 
 

 「こうして、ペトロは牢に⼊れられて
いた。教会では彼のために熱⼼な祈りが
神にささげられていた」 (5 節）。ヘロ
デ・アグリッパ王は、使徒ヤコブを殺害
してペトロを投獄しました。信教の⾃由
のない時代、主イエスを信じることは⽂
字通り命がけです。エルサレム教会は⼀
丸となり熱⼼に祈りを献げました。主
は、その祈りに応えてくださいました。
あらゆる危機への備えは、昔も今も、ま
ず、教会の祈りです。 

（執筆・初出：坂井一富・2014年 4月） 

 
 
第２９３日  
 

使徒言行録１２：２０～２５ 
 

 「するとたちまち、主の天使がヘロデ
を撃ち倒した。神に栄光を帰さなかった
からである」（２３節）。オリンピック
でメダルを得たり、サッカーでゴールを
決めて神に栄光を帰す選⼿たちの姿を⾒
たことがありますか。わたしたち⽇本⼈
は褒められるのが苦⼿ですが、へんに⾃
分を卑下するのではなく「ありがとうご
ざいます。でもこれは神さまのおかげで
す。わたしではなく神さまを⾒てくださ
い」と証しする機会にしたいですね。 

（執筆・初出：品川謙一・2008年 8月） 
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第２９４日 
 

使徒言行録１３：１～１２ 
 

 「彼らが主を礼拝し、断⾷している
と、聖霊が告げた。『さあ、バルナバと
サウロをわたしのために選び出しなさ
い』」（２節）。 

アンティオキア教会はその礼拝におい
て聖霊の告知を受け、パウロの第⼀回伝
道旅⾏がスタートしました。教会の礼拝
が伝道者の選出、派遣について重要で
す。伝道者の召命はその⼈個⼈の問題で
ある以上に、教会の働きです。今⽇の合
同教会にもこの信仰が必要です。 

（執筆・初出：大井尚・2011年 3月） 

 
 
第２９５日 
 

使徒言行録１３：１３～２５ 
 

 「兄弟たち、何か会衆のために励まし
のお⾔葉があれば、話してください」
（１５節）。イスラエルの歴史を語るこ
とからパウロの説教が始まります。そこ
では彼らの歴史の中に流れる神の恵みが
⼀貫していました。わたしたちの証しは
どうですか。誰かに⾃分の⼈⽣を語る機
会は不意に訪れるものです。神がわたし
の⼈⽣に変わらぬ恵みをどのように注ぎ
続けてくださっているか。その感謝を
⽇々紡いでいこうではありませんか。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 5月） 

第２９６日 
 

使徒言行録１３：２６～５２ 
 

 「信じる者は皆、この⽅によって義と
されるのです」（３９節）。パウロは他
の書簡でもこのことを強く語っています
し、教会⽣活の中で何度も聞いているこ
とかもしれませんが、この恵みを今⼀度
味わいましょう。何かをすることで、救
いや神の恵みが与えられると思ってしま
う束縛の性質が、わたしたちを引っ張る
からです。福⾳は⼈を縛るのではなく⾃
由を与えるものです。イエスをただただ
信じる無垢な信仰が必要です。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 5月） 

 
 
第２９７日  
 

使徒言行録１４：１～２０ 
 

 「偶像を離れて、⽣ける神に⽴ち帰る
ように」（１５節）。 
 せっかく福⾳を聞いたのに、それをも
偶像化してしまう。なんと⼈間は偶像に
弱いのでしょうか。バルナバとパウロは
そのために苦闘します。異教の国、⽇本
での伝道でもその戦いは深刻です。偶像
化すること、偶像に頼ることは容易で
す。それは⼈間の欲望の投影像にすぎな
いからです。真の神に⽴ち帰りましょ
う。 

（執筆・初出：大井尚・2011年 3月） 



 9 

 

  

 
 

第２９８日 
 

使徒言行録１４：２１～２８ 
 

 「わたしたちが神の国に⼊るには、多
くの苦しみを経なくてはならない」（２
２節）。 
 この世には⼆つの苦しみがあります。
この世の流れに従う苦しみと、主イエス
に従う苦しみです。この世に従う苦しみ
をどんなに経験しても、神の国に⼊るこ
とはできません。「多くの苦しみ」とは
主イエスに従う苦しみのことです。この
苦しみは主に対する信仰を確かなものと
します。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2008年 8月） 

 
 
第２９９日 
 

使徒言行録１５：１～１１ 
 

 「わたしたちは、主イエスの恵みによ
って救われると信じているのです」（１
１節）。割礼をめぐって激しい論争が起
こった会議は、ペトロの発⾔で収束しま
した。枠の中に押し込めようとする⼒に
対し、聖霊は何の差別もなく信じる者に
与えられるという恵みをペトロが⼤胆に
語ったからです。わたしたちもその恵み
にあずかる者です。主イエスは例外なく
全ての⼈を招いておられます。あの⼈は
無理かもって諦めていませんか。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 5月） 

第３００日 
 

使徒言行録１５：１２～２１ 
 

 「すると全会衆は静かになり、バルナ
バとパウロが（中略）話すのを聞いてい
た」（１２節）。エルサレムの使徒会議
で、主の救いの御業が語られる中、⼈々
は静まって聞き⼊りました。恵みによっ
て信仰は起こされますが、そのとき⼈間
の側に求められる最⼤の⾏為は、神秘体
験をすることでも、深く考えることでも
なく、なによりも静まって聞くことで
す。主と共に⽣きることはそこから始ま
るからです。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2008年 8月） 

 
 
第３０１日  
 

使徒言行録１５：２２～４１ 
 

 「意⾒が激しく衝突し、彼らはついに
別⾏動をとるようになって」（３９
節）。読む限りはバルナバとパウロはす
ごいケンカ別れをしたようにも⾒えます
が、彼らの伝道に向ける情熱に違いがあ
ったのではありません。かつて宣教旅⾏
から離脱したマルコをどうするか、指導
者としての⼆⼈の弟⼦育成の賜物の違い
が浮き彫りになり、結果としてこの別⾏
動は良い結果をもたらします。⽬的が同
じであれば、意⾒の違いは恵みですね。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 5月） 



 10 

 

  

 
 

第３０２日 
 

使徒言行録１６：１～１０ 
 

 パウロは第⼀次伝道旅⾏のとき、デル
ベ、リストラでは迫害を受けましたが、
第⼆次のときは同じ場所で、すばらしい
⼈材を発掘します。テモテです。「彼
は、リストラとイコニオンの兄弟の間で
評判の良い⼈であった」（２節）。テモ
テはまだ無割礼で、若すぎる者でした
が、パウロはこれから彼の上に神の働き
があることを⾒ていたと思います。信仰
の継承のために若い⼈材を発掘する⼒、
育てる⼒を備えて⾏きたいです。 
（執筆・初出：花房光江・2005年 11月） 

 
 
第３０３日 
 

使徒言行録１６：１１～２４ 
 

 「何度も鞭で打ってから⼆⼈を牢に投
げ込み、看守に厳重に⾒張るように命じ
た」（２３節）。パウロとシラスに⾮は
なく、やっかみと怒りによって捕えられ
ました。しかし彼らはその中に巻き込ま
れて⾏き場を失う苦しみに、はまりませ
んでした。そこに働く神の⼒を信じてい
たからです。わたしたちは逆境に弱いで
す。しかしそこを通るからこそ⾒える、
そして分かる神の働きがあると知るな
ら、なんと⼼強いことでしょう。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 5月） 

第３０４日 
 

使徒言行録１６：２５～４０ 
 

 「主イエスを信じなさい。そうすれ
ば、あなたも家族も救われます」（３１
節）。パウロとシラスを⼊れた牢獄の看
守が救われました。主の救いは、必ずや
⾃分だけでなく家族に及びます。「い
や、そうとも⾔えない」と⾔われる⽅も
あると思いますが、でも、そうなので
す。家族のために、救いと祝福を祈り続
ける信仰を、主は求めておられます。あ
きらめてはいけません。主はその信仰を
祝福せずにおれないお⽅です。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2008年 8月） 

 
 
第３０５日  
 

使徒言行録１７：１～１５ 
 

 「⾮常に熱⼼に御⾔葉を受け⼊れ、そ
のとおりかどうか、毎⽇、聖書を調べて
いた」（１１節）。礼拝で語られる説教
の御⾔葉を聞いた後、次の礼拝まで聖書
を開くことがないなら、それは残念なこ
とです。⾃分で聖書を開き、読む中にも
神の御⼼を⾒るチャンスがあるからで
す。また御⾔葉は毎⽇の⽣活の中でもあ
の場⾯、この場⾯でこだまするように響
きわたります。さあ、この恵みを味わお
うではありませんか。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 5月） 
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第３０６日 
 

使徒言行録１７：１６～３４ 
 

 「パウロはアテネで⼆⼈を待っている
間に、この町の⾄るところに偶像がある
のを⾒て憤慨した」（１６節）。アテネ
は芸術と学問、ギリシア⽂化の中⼼地と
で、とても知性的な⼈々が集まっている
ところのようでした。けれども偶像に満
ちていたのです。パウロはこれを⾒て憤
慨しました。すばらしい芸術、知性、⾼
い学問から神を⾒出すことのできないこ
とへの憤慨。私たちにもパウロのような
信仰の⽬、憤慨を起こさせてください。 
（執筆・初出：花房光江・2005年 11月） 

 
 
第３０７日 
 

使徒言行録１８：１～１７ 
 

 「恐れるな。語り続けよ。黙っている
な。わたしがあなたと共にいる」（９、
１０節）。パウロほどの⼈でも恐れを感
じたようです。彼は主の⾔葉を聞いてコ
リントに⻑期滞在し、コリント教会の礎
を築きます。主の⾔葉の真実を体験し続
けた⽇々であったでしょう。彼の宣教の
強さは主の励ましにありました。無⼒や
絶望を感じていますか。主は主の働き⼈
であるあなたにも、同じ⾔葉をかけてく
ださっています。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 5月） 

第３０８日 
 

使徒言行録１８：１８～２８ 
 

 「パウロはしばらくここで過ごした
後、また旅に出て、ガラテヤやフリギア
の地⽅を次々に巡回し、すべての弟⼦た
ちを⼒づけた」（２３節）。第⼆次伝道
旅⾏の後、充分な休みも取らずに、第三
次伝道旅⾏を始めました。その⽬的は、
弟⼦たちを⼒づけるためです。テモテに
我が⼦よと呼んでいるように、パウロに
とって弟⼦たちは皆、霊的⼦どもであっ
たことでしょう。今⽇は皆さんの霊的⼦
どものために祈る⽇でありますように。 
（執筆・初出：花房光江・2005年 11月） 

 
 
第３０９日  
 

使徒言行録１９：１～２０ 
 

 「このようにして、主の⾔葉はますま
す勢いよく広まり、⼒を増していった」
（２０節）。主の⾔葉が勢いを増して広
がって⾏ったのは、悔い改めた⼈々の⾏
動を通して、信仰が現れたからです。イ
エスの御名をあがめるようになると、わ
たしたちは、聖霊によって真理を理解す
るようになり、何が罪であり、なにが不
必要であるかを悟ります。そのことが、
周りの⼈々にも⼤きな影響を与えます。 
 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 5月） 
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第３１０日 
 

使徒言行録１９：２１～４０ 
 

「これを聞いた⼈々はひどく腹を⽴
て、『エフェソ⼈のアルテミスは偉い
⽅』と叫び出した」（２８節）。 
 群衆が叫んでいます。まるで、「⼗字
架につけろ」と叫んでいた群衆のようで
す。⽣ける神ではなく、⼿で造ったもの
を神とする⼈間は、結局⾃分の思い、⾃
分の考えを神とするために、像を造るの
です。それは、物⾔わぬ神であり、⼈間
の欲求の象徴を神とするのです。⼗字架
の主イエスは、その対極にあります。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 5月） 

 
 
第３１１日 
 

使徒言行録２０：１～１６ 
 

 「パウロは翌⽇出発する予定で⼈々に
話をしたが、その話は夜中まで続いた」
（７節）。明⽇、別れるともう会えないか
もしれない。このような思いが夜中、夜
明けまで話を続けさせたのかもしれませ
ん。魂の渇きを覚え、御⾔葉の充電を求
める⼈々に、旅の疲れも忘れて御⾔葉を
教えるパウロの姿は、聞く者の胸に聖霊
の⽕をつけたのかもしれません。３階か
ら若者が落ちて⼀時死ぬというハプニン
グも、彼らを⽌めませんでした。 

（執筆・初出：金明瑾・2005年 11月） 

第３１２日 
 

使徒言行録２０：１７～３８ 
 

 「⾃分を全く取るに⾜りない者と思い、
涙を流しながら、また、ユダヤ⼈の数々
の陰謀によってこの⾝にふりかかってき
た試練に遭いながらも、主にお仕えして
きました」（１９節）。この世に誇る条件
を多く持つパウロが、イエスのために謙
遜な者に、⼈のために涙流す者に、危険
な⽬に遭いながらも忍耐する者に変えら
れたこと、これらが主に仕えることであ
ったと⾔っています。苦難が多いところ
に主の恵みも⼤きいことでしょう。 

（執筆・初出：金明瑾・2005年 11月） 

 
 
第３１３日  
 

使徒言行録２１：１～１６ 
 

 「わたしたちは、『主の御⼼が⾏われま
すように』と⾔って、⼝をつぐんだ」（１
４節）。エルサレムに⾏くパウロが捕えら
れることを、アガボによって知った⼈々
が彼を引き⽌めます。しかし、パウロの
任務への思いは変わりません。パウロは
主イエスの愛に駆り⽴てられ、御名のた
めに覚悟しています。彼らはそれを悟り、
主の御⼼が⾏われるようにと、パウロを
主にゆだねます。そして、主の御⼼がな
されていきました。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 5月） 
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第３１４日 
 

使徒言行録２１：１７～２６ 
 

「そうすれば、・・・あなたは律法を守
って正しく⽣活している、ということが
みんなに分かります」（２４節）。エルサ
レムに着いたパウロは、彼に関する根も
葉もない噂が流れていることを知り、勧
められたように直ちに清めの式の協⼒を
したのです。これはユダヤ⼈信者を恐れ
ての妥協でしょうか。いいえ、「福⾳のた
めなら、わたしはどんなことでもします」
（コリントの信徒への⼿紙⼀９章２３節）
という彼の⽣き⽅の表れでした。 
（執筆・初出：花房光江・2005年 11月） 

 
 
第３１５日 
 

使徒言行録２１：２７～３６ 
 

 清めの式のために神殿に⾏ったパウロ
を⾒て、彼に敵対するユダヤ⼈が群衆を
扇動し、パウロを捕らえました。 

偏⾒と誤解から始まったこの騒ぎはつ
いに暴動に発展しローマの守備兵が出動
する事態となりました。危ないところを
暴徒から救い出されたパウロはこの最悪
の事態の中でも、福⾳を語るように召さ
れている⾃分の使命を忘れてはいません
でした。千⼈隊⻑の許可が出て彼は⼈々
に語りかけ福⾳を⼒強く証しします。 

（執筆・初出：花房光江・2004年 4月） 

第３１６日 
 
使徒言行録２１：３７～２２：１６ 

 
 「兄弟サウル、元どおり⾒えるように
なりなさい」（１３節）。 
 パウロはイエスと出会い、光の輝きの
ために⽬が⾒えなくなりました。そして
その⽬を開いたのはアナニア（主は恵み
深いという意味）でした。 
 ⾏いによって義とされるために律法を
厳しく守っていた彼は、その⽣き⽅の誤
りに気付き、キリストの恵みよって救わ
れることに⽬が開かれたのです。主は恵
み深い⽅だということに気付いたのです。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 5月） 

 
 
第３１７日  
 

使徒言行録２２：１７～２９ 
 

 「⾏け。わたしがあなたを遠く異邦⼈
のために遣わすのだ」（２１節）。 
 パウロの話したいことは、今までキリ
スト者を迫害していた⾃分が、復活のイ
エスと出会い、キリストから遣わされて
福⾳を伝えているのだという、彼が体験
した事実でした。しかし、この話を聞い
た⼈々は激怒し、真理から⽬を背け、真
実な証しに⽿をふさいでしまったのです。
わたしたちは今、語られている神の⾔葉
をどう聞いているでしょうか。 
（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 11月） 
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第３１８日 
 
使徒言行録２２：３０～２３：１１ 

 
「その夜、主はパウロのそばに⽴って

⾔われた。『勇気を出せ。・・・ローマで
も証しをしなければならない』」（１１節）。 
 主はパウロの置かれている状況をよく
ご存知でした。その苦境に⽴たされてい
るパウロを、主は励ましてくださいます。
そして、その励ましは主のご計画の中で
の使命の確認でした。サドカイ派とファ
リサイ派に投げ込んだ論争の種、復活に
ついての使命です。宣教の働きは復活の
証⾔としてなされていきます。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 5月） 

 
 
第３１９日 
 

使徒言行録２３：１２～２２ 
 

 「しかし、この陰謀をパウロの姉妹の
⼦が聞き込み、兵営の中に⼊って来て、
パウロに知らせた」（１６節）。 
 パウロ暗殺の陰謀を、彼の姉妹の⼦、
つまり彼にとっては甥にあたる⻘年が⽿
にしました。パウロは今までも、神の御
⼿により守られていましたが、⾃分が⾃
由に動けない兵営の中にいる状況におい
ても、神に⽤意された⼈物によって守ら
れたのです。 
 

（執筆・初出：穂波安孝・2011年 4月） 

第３２０日 
 

使徒言行録２３：２３～３５ 
 

 パウロ暗殺計画は失敗し、パウロは歩
兵⼆百名、騎兵七⼗名、補助兵⼆百名と
いう兵⼒に守られてカイサリヤへ移送さ
れました。たった⼀⼈の囚⼈のためにこ
んなに多くのローマ兵が動員されたので
す。その上千⼈隊⻑は総督宛の親書を兵
に託してくれました。それで、総督はヘ
ロデの官邸にパウロを留置したのです。 
 神は異邦⼈である千⼈隊⻑と兵とを⽤
いてパウロを守り、⼈の思いを越えた神
のご計画は着々と進んで⾏きます。 

（執筆・初出：花房光江・2004年 4月） 

 
 
第３２１日  
 

使徒言行録２４：１～２７ 
 

 「さて、⼆年たって、フェリクスの後
任者としてポルキウス・フェストゥスが
赴任したが、フェリクスは、ユダヤ⼈に
気に⼊られようとして、パウロを監禁し
たままにしておいた」（２７節）。 
 待たされることがあります。しかも不
条理な理由によってです。パウロは⼆年
間監禁されたままでした。しかし、そう
いう状況の中にも神は働いておられます。
わたしたちは神を信頼しているがゆえに、
待つことができるのです。 

（執筆・初出：石坂和久・2014年 6月） 
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第３２２日 
 

使徒言行録２５：１～１２ 
 

「私は皇帝に上訴します」（１１節）。 
 パウロはここでもまた、エルサレムの
祭司⻑たちの陰謀の罠にかからずに済み
ました。彼は新総督フェストゥスに対し
てこう⾔ったからです。パウロはすでに
エルサレムで「ローマでも証しせよ」と
の主の励ましを（２３章１１節参照）受
けていました。彼は福⾳を伝えるという
⾃分の使命をいつも第⼀にしました。で
すから、神が彼を守り、⾔うべき⾔葉を
与えてくださったのです。 
（執筆・初出：花房光江・2005年 11月） 

 
 
第３２３日 
 

使徒言行録２５：１３～２７ 
 

 「囚⼈を護送するのに、その罪状を⽰
さないのは理に合わないと、わたしには
思われるからです」（２７節）。 
 何とも不思議な話です。罪状があるか
らこそ囚⼈とされるのですが、パウロの
場合は罪状が⾒あたらないのに、囚⼈と
されて捕らえられているのです。しかし、
この不思議な状態も、パウロがその⾝を
軍隊によって守られてローマまで⾏くた
めの、神のご計画であるとするならば納
得できます。 

（執筆・初出：穂波安孝・2011年 4月） 

第３２４日 
 

使徒言行録２６：１～１８ 
 

「私が、『主よ、あなたはどなたですか』
と申しますと、主は⾔われました。『わた
しは、あなたが迫害しているイエスであ
る』」（１５節）。 
 パウロの回⼼の出来事は、使徒⾔⾏録
において３回も語られています。この出
来事こそがパウロの信仰の原点であった
ということでしょう。⽴ち返るべき出発
点です。このような信仰の原点は、わた
したち⼀⼈⼀⼈にも、神から与えられて
いるのです。 

（執筆・初出：石坂和久・2014年 6月） 

 
 
第３２５日  
 

使徒言行録２６：１９～３２ 
 

 「このことは、どこかの⽚隅で起こっ
たのではありません」（２６節）。 
 主イエスの⼗字架と復活、聖霊降臨後
の弟⼦たちの変化、教会の誕⽣と伝道。
これらはアグリッパ⼆世だけでなく、⽗
の⼀世（祖⽗はヘロデ⼤王）も、皆⾒て、
知っている歴史上の出来事でした。わた
したちの信仰も⼈間から出た思想や哲学
ではありません。神がこの世へ御⼦を送
り、救いを成就された事実を受け⼊れ、
今、その信仰で⽣きているのです。 
（執筆・初出：花房光江・2005年 11月） 
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第３２６日 
 

使徒言行録２７：１～１２ 
 

「しかし、百⼈隊⻑は、パウロの⾔っ
たことよりも、船⻑や船主の⽅を信⽤し
た」（１１節）。 
 百⼈隊⻑はパウロを⼤切に扱っていま
した。しかし、こと航海に関しては専⾨
家たちの声、⼤多数の意⾒に従ったので
す。その結果、彼らの航海は恐ろしい暴
⾵との格闘となりました。わたしたちは
どんなときも、どんな事柄に関しても、
御⾔葉に聞き従って進むのです。主は先
だって進まれるのですから。 
（執筆・初出：花房光江・2005年 11月） 

 
 
第３２７日 
 

使徒言行録２７：１３～２６ 
 

 「しかし今、あなたがたに勧めます。
元気を出しなさい」（２２節）。 
 パウロは絶望的な状況に置かれた⼈た
ちに対し、このような励ましを与えまし
た。これは神から与えられた確信に満ち
溢れた励ましでした。 
 わたしたちもさまざまな不安に⽀配さ
れることがあります。しかし、主イエス
がいつも先⽴って進まれているその真理
を忘れず、神の励ましにより歩みましょ
う。 

（執筆・初出：穂波安孝・2011年 4月） 

第３２８日 
 

使徒言行録２７：２７～４４ 
 

「だから、どうぞ何か⾷べてください。
⽣き延びるために必要だからです。あな
たがたの頭から髪の⽑⼀本もなくなるこ
とはありません」（３４節）。 
 航海については全くしろうとのパウロ
が、⼀⾏のリーダーとして⽴ち上がって
います。どんな暴⾵をも御⼿に置き、ど
んな状況下にあっても⼈に命を与えよう
となさる神への信頼が、パウロを⽴たせ
ているのです。 
 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 12月） 

 
 
第３２９日  
 

使徒言行録２８：１～１６ 
 

 「それで、彼らはわたしたちに深く敬
意を表し、船出のときには、わたしたち
に必要な物を持って来てくれた」（１０
節）。 
 ローマへ向かうパウロにとっては思わ
ぬ寄り道だったかもしれません。しかし、
神の救いのご計画から⾒れば、それは⼤
切な出来事でした。⼀つ⼀つの出来事を
神の視点で⾒る必要があります。 
 わたしの計画ではなく、神のご計画が
なりますように。 

（執筆・初出：石坂和久・2014年 6月） 
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 第３３０日 
 

使徒言行録２８：１７～３１ 
 

「全く⾃由に何の妨げもなく、神の国
を宣べ伝え、主イエス・キリストについ
て教え続けた」（３１節）。 
 パウロはこのローマで殉教したと⾔わ
れています。決して快適に安楽に宣教の
任務を全うした、という意味ではないで
しょう。むしろ、「にもかかわらず」福⾳
は何ものにも押し⽌められることなく、
⾃由に⼒強く前進して⾏ったし、今⽇も
前進して⾏くのです。 
 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 12月） 

 
 
 
 

 
 

  
  
 
 

 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

  
 

 



 18 

 

  

 
 

第３３１日 
 
ローマの信徒への手紙１：１～１７ 

 
１７節の「神の義」と「信仰によって

⽣きる」はこの⼿紙の中⼼聖句です。「正
しい者は信仰によって⽣きる」はハバク
ク書２章４節の「神に従う⼈は信仰によ
って⽣きる」の引⽤です。「正しい者」と
いうのは、⼀般的な特に道徳的な意味や
⼈間の性格的な意味で⾔われているので
なく、⼈間としての根本的な問題、神と
の関係で⾔われています。どのような⼈
でもイエス・キリストの福⾳によって神
の前で正しいとされるのです。 

（執筆・初出：大井尚・2004年 7月） 

 
 
第３３２日 
 
ローマの信徒への手紙１：１８～３２ 

 
 「彼らは神を認めようとしなかったの
で、神は彼らを無価値な思いに渡され、
そのため、彼らはしてはならないことを
するようになりました」(２８節）。現在
の⽇本の状況を表している⾔葉のように
聞こえます。無価値な思いの中で、みなど
こか虚しさを感じているのではないでし
ょうか。⽇本は福⾳を必要としています。
そしてわたしたちはその福⾳を委ねられ
た者です。 
 

（執筆・初出：石坂和久・2014年 6月） 

第３３３日 
 
ローマの信徒への手紙２：１～１６ 

 
「だから、すべて⼈を裁く者よ、弁解

の余地はない。あなたは、他⼈を裁き
ながら、実は⾃分⾃⾝を罪に定めてい
る」(１節）。ここで語られていること
は、罪贖われたクリスチャンであっても
⼀⽣抱えていく課題です。なぜなら、⼈
を裁いてしまうことは罪の性質の習性が
残る中で、際⽴ったものと⾔えるからで
す。主よ、⼈を裁くことを⼿放しあなた
の愛で満たされる⽣き⽅を選択していけ
るよう強めてください。 

（執筆・初出：穂波安孝・2014年 6月） 

 
 
第３３４日  
 
ローマの信徒への手紙２：１７～２９ 

 
「その御⼼を知り、律法によって教え

られて何をなすべきかをわきまえてい
ます」(１８節）。今のわたしたちは、
聖霊なる神の働きにより、神の御⼼が
何であるかを、神の御⾔葉である聖書を
通して受け取ることができるようにされ
ています。わたしたちの⽣活は、常に選
択をしていくことで成⽴していますが、
その中で、神の御⼼に聴き従って歩んで
いこうという⼼の想いを、⽗なる神は望
んでおられるのです。 

（執筆・初出：穂波安孝・2014年 6月） 
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第３３５日 
 
ローマの信徒への手紙３：１～８ 

 
「それはあらゆる⾯からいろいろ指摘

できます。まず、彼らは神の⾔葉をゆ
だねられたのです」(２節）。ユダヤ⼈
は神の⾔葉をゆだねられました。わたし
たちキリスト者は何をゆだねられている
のでしょうか。この⼿紙の著者パウロは
、コリントの信徒への⼿紙⼆５章２０節
で「和解の⾔葉をわたしたちにゆだねら
れたのです」と語っています。わたした
ちはイエス•キリストの福⾳をゆだねら
れています。 

（執筆・初出：穂波安孝・2014年 6月） 

 
 
第３３６日 
 
ローマの信徒への手紙３：９～２０ 

 
「なぜなら、律法を実⾏することによ

っては、だれ⼀⼈神の前で義とされない
からです。律法によっては、罪の⾃覚し
か⽣じないのです」(２０節）。 

神がイスラエルの⺠に与えられた律法
について、パウ⼝はガラテヤの信徒への
⼿紙４章２４節で「キリストのもとへ導
く養育係」と述べています。律法はわた
したちに内在する罪を⽰し、「正しい者
はいない。⼀⼈もいない」(１０節）と
いう真理を明確にするのです。 

（執筆・初出：石坂和久・2014年 6月） 

第３３７日 
 
ローマの信徒への手紙３：２１～３１ 

 
「信仰によって義とされる」。この⼿紙

の中⼼点です。同時にキリスト教信仰の
根幹でもあります。よく「信仰」はむず
かしいと⾔われます。確かに⼀つ⼀つの
⾔葉や意味に深い意味がありますから説
明を聞けばむずかしいことも事実です。
でも、⼈間に何かが求められているので
なく、神が主イエス・キリストによって、
「無償で」（２４節）わたしの罪を赦して
くださっているのです。 
 

（執筆・初出：大井尚・2004年 7月） 

 
 
第３３８日  
 
ローマの信徒への手紙４：１～１２ 

 
「信仰によって義とされる」は、突然

降って湧いたようにここで出てきたので
はありません。ずっと昔、神はアブラハ
ムに対してそのように宣⾔されたのです
。アブラハムが正（「義」）しい⼈だっ
たからでしょうか。そうではありません
。ただ彼は神を信じたのです。アブラハ
ムも罪を持っていました。しかし神は彼
を⽤いようとされ命令を与えられたので
す。アブラハムはただ神のお⾔葉を信じ
て従ったのです。 

（執筆・初出：大井尚・2004年 7月） 
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第３３９日 
 
ローマの信徒への手紙４：１３～２５ 

 
「イエスは、わたしたちの罪のために

死に渡され、わたしたちが義とされるた
めに復活させられたのです」（２５節）。
罪は死をもたらします。しかし罪のない
⽅、イエス・キリストが、⼗字架の死に
渡され、神により復活させられました。
罪⼈のわたしたちが新しい命を受けて神
のみ前で歩き始めるためです。主イエ
ス・キリストの⼗字架と復活は、わたし
のためだという恵みを⼼から信じて感謝
をささげましょう。 
（執筆・初出：坂井一富・2008年 12月） 

 
 
第３４０日 
 
ローマの信徒への手紙５：１～１１ 

 
「それで今や、わたしたちはキリスト

の⾎によって義とされたのですから、キ
リストによって神の怒りから救われるの
は、なおさらのことです」（９節）。主
イエス・キリストの⼗字架と復活により
、神がわたしたちを愛しておられること
を知りました（８節）。わたしたちはキ
リストにしっかりと結ばれて、今、神と
和解させていただいています（１０節）
。ですから最後の審判の⽇に恐れること
は何もありません。 
（執筆・初出：坂井一富・2008年 12月） 

第３４１日 
 
ローマの信徒への手紙５：１２～３１ 

 
「こうして、罪が死によって⽀配して

いたように、恵みも義によって⽀配しつ
つ、わたしたちの主イエス・キリストを
通して永遠の命に導くのです 」（２１節）。
パウロはキリストとアダムをくらべなが
らも、恵みの賜物は罪とは⽐較になりま
せんと述べています（１５節）。罪が死に
よって⽀配したアダムの時代は終わりま
した。恵みが義によって⽀配するキリス
トの時代が始まり、あなたもわたしも、
永遠の命へと招かれています。 
（執筆・初出：坂井一富・2008年 12月） 

 
 
第３４２日  
 
ローマの信徒への手紙６：１～１４ 

 
「古い⾃分がキリストと共に⼗字架に

つけられたのは、罪に⽀配された体が滅
ぼされ、もはや罪の奴隷にならないため」
（６節）。わたしたちが⾒上げる⼗字架上
にイエスの姿はありませんが、もう⼀つ
⾒えない姿があります。それは古い⾃分
です。⼈は弱さを持っていて、罪への誘
惑はなくなりません。しかし、その罪に
まるごと⽀配されていた古い⾃分はもう
滅ぼされています。わたしたちはキリス
トという新しい命に⽣きる者なのです。 
（執筆・初出：和泉美和子・2011年 10月） 
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第３４３日 
 
ローマの信徒への手紙６：１５～２３ 

 
かつての⽣活がどれほど罪深いもので

あったかとうことは、信仰を与えられて義
に仕えるようになってはじめて知ることが
できます。もはや「恵みの下にいるのだか
ら、罪を犯してよいという」（１５節）考え
⽅は出てきません。「今は罪から解放され
て神の奴隷となり、聖なる⽣活の実を結ん
でいます」（２２節）。信仰⽣活は前向き⽣
活です。「主キリスト・イエスによる永遠
の命」（３節）の中に⽣きる⽣活です。 
 

（執筆・初出：大井尚・2004年 7月） 

 
 
第３４４日 
 
ローマの信徒への手紙７：１～６ 

 
「しかし今は、わたしたちは、⾃分を

縛っていた律法に対して死んだ者となり
、律法から解放されています。その結果
、⽂字に従う古い⽣き⽅ではなく、“霊”
に従う新しい⽣き⽅で仕えるようになっ
ているのです」（６節）。キリストのし
もべは聖霊に従う新しい⾃由な⽣き⽅で
神に従順に仕えます。今、神と⼈とに仕
えるために、喜んであれをやろう、これ
もやろうという⾃由で積極的な⽣き⽅が
本当に求められています。 
（執筆・初出：坂井一富・2008年 12月） 

第３４５日 
 
ローマの信徒への手紙７：７～２５ 

 
「善をなそうと思う⾃分には、いつも

悪が付きまとっているという法則に気づ
きます」(２１節）。あなた⾃⾝の信仰や霊
的な事柄について、最近、何か気づいたと
いうことはありますか。パウロは霊的な
戦いの中で、⾃分の中に⼆つの法則、つま
り神の御⼼に従いたいという法則と、神
から離れていようとする正反対の法則と
があることに気づきました。「新しい気づ
きを与えられて、神をさらに愛すること
ができますように」と祈ります。 

（執筆・初出：大井満・2014年 7月） 

 
 
第３４６日  
 
ローマの信徒への手紙８：１～１７ 

 
「キリスト•イエスによって命をもたら

す霊の法則が、罪と死との法則からあな
たを解放したからです」(２節）。パウロ
が発⾒した法則は、２節のように整理で
きます。わたしたちを神から引き離して
来た古い法則と、新しい永遠の命の法則
です。イエス•キリストを救い主と信じる
者は、新しい法則の下におかれています。
この法則は徹頭徹尾、神の愛によってわ
たしたちに与えられたもので、わたした
ちの努⼒は不要なのです。 

（執筆・初出：大井満・2014年 7月） 
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第３４７日 
 
ローマの信徒への手紙８：１８～３０ 

 
「同様に、“霊”も弱いわたしたちを助

けてくださいます。わたしたちはどう祈
るべきかを知りませんが、“霊”⾃らが、
⾔葉に表せないうめきをもって執り成し
てくださるからです」（２６節）。⼼や体
の痛みで祈る⾔葉さえ⼝にできずに、た
だうめくばかりのどん底のときがありま
す。そのとき、聖霊は、サッとわたしの
痛みを共に担い、⽗なる神に執り成し続
けてくださいます。ひたすら忍耐して救
いを待ち望みましょう。 
（執筆・初出：坂井一富・2008年 12月） 

 
 
第３４８日 
 
ローマの信徒への手紙８：３１～３９ 

 
「どんな被造物も、わたしたちの主

キリスト・イエスによって⽰された神
の愛から、わたしたちを引き離すこと
はできないのです」（３９節）。あな
たは神に愛されていますか。怖がって
神を遠くに置いていませんか。もしそ
うなら、この聖句をもう⼀度味わいま
しょう。聖霊はわたしたちに、御⼦の
⼗字架によって⽰された神の愛を注い
でおられます。神はわたしたちの味⽅
です。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2004年 7月） 

第３４９日 
 
ローマの信徒への手紙９：１～１８ 

 
「これは、⼈の意思や努⼒ではなく、

神の憐れみによるものです」（１６節）。
パウロはイスラエルが神から選ばれたに
もかかわらず、キリストの救いにあずか
っていないことについて、議論を展開し
ています。神は、⾁による⻑⼦イシュマ
エルではなく、約束による⻑⼦イサク
を、アブラハムの跡継ぎとなさいまし
た。選びの根拠は、⼈間の側にはないこ
とが明らかです。神の⼀⽅的な憐れみ
が、わたしを救いへと導きました。 

（執筆・初出：大井満・2014年 7月） 

 
 
第３５０日  
 
ローマの信徒への手紙９：１９～２９ 
 
｢神は・・・怒りの器として滅びること

になっていた者たちを寛⼤な⼼で耐え忍
ばれたとすれば｣（２２節）。「滅びること
になっていた者たち」という部分は、「⾃
らを滅びへと向かわせていた者たち」と
いう意味です。このように、わたしたちに
は救われる理由など何もないのです。⾃
らの意思で滅びへと向かっていたのです
から。しかし神はそのような者を、憐れみ
によって救われました。パウロもローマ
の信徒たちも、わたしたちも。 

（執筆・初出：大井満・2014年 7月） 
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第３５１日 
 
ローマの信徒への手紙 

９：３０～１０：４ 
「キリストは律法の⽬標であります」

（４節）。神さまがイスラエルに与えら
れた律法は良いものでした。しかしイス
ラエルは誤解したのです。律法を正しく
守ることによって救われると。⼈間は概
して愚かなもので、たとえよいものであ
ってもそれを基準にして、他⼈を裁き、
⾃らを評価してしまいます。⾏いによっ
て律法を達成できると考えたイスラエル
もそうでした。律法を完成へと導くの
は、⾏いではなく信仰です。 

（執筆・初出：大井満・2014年 7月） 

 
 
第３５２日 
 
ローマの信徒への手紙１０：５～２１ 

 
信仰はキリストの⾔葉を聞くことに

よって始まるとあります。キリストの
⾔葉とは、イエスの⼗字架と復活によ
って実現した福⾳の⾔葉です。聞くと
は、聞いて受け⼊れるという意味です
。伝えられたその福⾳に⼼を傾け聞い
て受け⼊れる、そこに信仰が始まりま
す。こうして伝えられて来た⾔葉を信
じることも、やはり神の憐れみによる
のです。わたしたちは信じさせていた
だいている恵みに感謝しましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2004年 7月） 

第３５３日 
 
ローマの信徒への手紙１１：１～１０ 

 
予定論ということが⾔われました。神

の選びにおいて、救われる者はあらかじ
め定められているということです。⻑い
時間を通して⾒たとき、また究極的には
そこに神の選びがあるといえるでしょう。 

しかし、キリストの⼗字架はそれを信
じる者すべてに開かれています。この御
⼼の前に、選ばれるチャンスは全ての⼈
に開かれているのです。それは恵みによ
るのであって、⾏いにはよりません。信
じること、これが選びです。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2004年 7月） 

 
 
第３５４日  
 
ローマの信徒への手紙１１：１１～２４ 
 
「思い上がってはなりません。むしろ

恐れなさい」（２０節）。ユダヤ⼈でありな
がら異邦⼈に福⾳を宣べ伝えるために召
されたパウロ。しかし彼にとって同胞の
救いは⼤きな祈りの課題です。キリスト
教会は⻑い間、ユダヤ⼈を差別してきま
した。これこそ、ここに記された思い上が
りの典型です。わたしたちの救いの根底
にイスラエル⺠族があることを覚え、神
の不思議な御業を感謝し、彼らの救いの
ために祈りたいものです。 

（執筆・初出：大井満・2014年 7月） 
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第３５５日 
 
ローマの信徒への手紙１１：２５～３６ 

 
「神はすべての⼈を不従順の状態に閉

じ込められましたが、それは、すべての
⼈を憐れむためだったのです」（３２
節）。 
 すべての⼈の救い、それこそが神様の
求めておられることです。わたしたちが
先に救われたのは、そのことに仕えるた
めです。⾃分が救われたことを喜ぶこと
もいいのですが、その先があることを、
神様から期待されている働きがあること
をわたしたちは忘れてはいけません。 
（執筆・初出：石坂和久・2011年 10月） 

 
 
第３５６日 
 
ローマの信徒への手紙１２：１～２１ 

 
「⾃分の体を神に喜ばれる聖なる⽣け

るいけにえとして献げなさい。これこ
そ、あなたがたのなすべき礼拝です」
（１節）。⾃分の体をとは、この世にあ
る⾃分のすべてです。⽣活のすべてを主
に委ねて⽣きるということです。 
 ⾃分の⽣活を神のものと⾃分のものに
分けていませんか。主はすべてを知って
いてくださるので、全部を委ねて⼤丈夫
です。なすべき礼拝とは、いつもいつも
主を主として⽣きるということです。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2004年 7月） 

第３５７日 
 
ローマの信徒への手紙１３：１～１４ 

 
「夜は更け、⽇は近づいた。だから、

闇の⾏いを脱ぎ捨てて光の武具を⾝に着
けましょう」（１２節）。まことの光であ
る主イエスに近づくとき、⾃分の罪も⾒
えてきます。わたしたちはそれに不安を
感じ隠そうとしますが、実は光にさらさ
れることで闇は⼒を失い、わたしたちは
より⾃由になるのです。そのためにこそ
主は⼗字架で⾎を流し、わたしの罪を贖
ってくださったのですから。勇気をもっ
て光の中を歩んでいきましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2008年 12月） 

 
 
第３５８日  
 
ローマの信徒への手紙１４：１～１２ 
 
「従って、⽣きるにしても、死ぬにし

てもわたしたちは主のものです」（８
節）。 

信仰が強い、弱い、⾃由、不⾃由、⼈
それぞれいろんなふうに⾒えるかも知れ
ません。しかしどちらが良いなどと、誰
にも決めることはできません。同じ主の
ために、その⼈がそうしているのです。
主はおひとりです。わたしたちすべての
ために死なれた主のものとして、⼀⼈⼀
⼈の働きを、互いに喜び合いましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 7月） 
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第３５９日 
 
ローマの信徒への手紙１４：１３～２３ 

 
偶像に献げた⾁の問題とは少し違いま

すが、わたしたちの教会でも信仰理解や
考え⽅の違いでぶつかり合うことがよく
あります。いろいろな意⾒があるのは悪
いことではないのですが、聖霊によって
与えられる義と平和と喜びを壊すことが
あってはなりません。聖霊はわたしたち
にキリストの⼗字架の愛を思い起こさ
せ、御⼼に反する⼼を造りかえてくださ
います。主の助けによって、教会の交わ
りの中で成⻑させていただきましょう。 
（執筆・初出：花房光江・2004年 8月） 

 
 
第３６０日 
 
ローマの信徒への手紙１５：１～１３ 

 
「忍耐と慰めの源である神が、あなた

がたに、キリスト・イエスに倣って互い
に同じ思いをいだかせ」（５節）。 
 主は忍耐と慰めの源です。イエスは、
忍耐をもってわたしたちを愛し、⼤いな
る慰めを与えてくださいます。その⽅に
わたしたちは倣うものです。互いにイエ
スの愛に倣うものとして、同じ思いを持
っています。それが教会です。この群れ
が、主の愛を現し、多くの魂を慰めるこ
とができます。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 7月） 

第３６１日 
 
ローマの信徒への手紙１５：１４～２１ 

 
この部分でパウロは三つのことを述べ

ています。第⼀に、異邦⼈に福⾳を伝え
る務めは神から彼に与えられたとの確
信。第⼆に、彼は神のために働いている
ことをキリストにあって誇りとしてい
る。第三に、パウロの⾔葉や⾏いを通し
て、神ご⾃⾝が働いてくださって伝道が
⾏われた事実です。 
 信仰の⽬でみると、聖霊時代の今、こ
の同じ三つのことがわたしたちの⽣活の
中で起こっているのが分かりますね。 

（執筆・初出：花房光江・2004年 8月） 

 
 
第３６２日  
 
ローマの信徒への手紙１５：２２～３３ 
 
パウロはローマを経てイスパニアまで

⾏く伝道計画を⽴てていました。しか
し、貧しいエルサレムの教会への援助⾦
を届ける任務が出てきました。わたしは
この箇所から、彼が宣教に⼤きく⽤いら
れた秘訣を⾒ます。彼はいつも主の計画
を優先し、それに従いました。また彼は
多くの教会の⼈々の祈りに⽀えられてい
る現実を感謝し、⼈々の祈りを必要とし
ています。主への従順と祈りの⼒への確
信こそ、主に⽤いられる⼈の姿です。 

（執筆・初出：花房光江・2004年 8月） 
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第３６３日 
 
ローマの信徒への手紙１６：１～１６ 

 
「ケンクレアイの教会の奉仕者でもあ

る、わたしたちの姉妹フェベを紹介しま
す」（１節）。 

使徒パウロがどれだけ多くの信仰の同
労者に⽀えられていたかがわかる箇所で
す。パウロがあれほど多くの働きを成し
遂げることができたのは、この同労者た
ちがいたからこそです。神は教会という
交わりをわたしたちに与えられました。
ここにわたしたちの同労者がいます。 
 

（執筆・初出：石坂和久・2011年 10月） 

 
 
第３６４日 
 
ローマの信徒への手紙１６：１７～２７ 

 
「こういう⼈々は、わたしたちの主で

あるキリストに仕えないで、⾃分の腹に
仕えている…」（１８節）。 
 教会を、⾃分の思いを実現させる場所
とするならば、わたしたちは不和やつま
ずきをもたらす⼈（１７節）となってし
まうでしょう。教会はイエス・キリスト
の思いを実現させる場所です。イエス・
キリストに救われた者として、その⼀点
においてわたしたちは⼀致できるはずで
す。 
（執筆・初出：石坂和久・2011年 10月） 

第３６５日 
 
コリントの信徒への手紙一１：１～９ 

 
「神は真実な⽅です。この神によっ

て、あなたがたは神の⼦、わたしたちの
主イエス・キリストとの交わりに招き⼊
れられたのです」（９節）。わたしたちは
いつの間にか勘違いしています。わたし
が神のもとに来たのではないのです。あ
くまでも、神の真実のゆえに、神さまが
わたしたちを招いてくださり、主イエス
の⼗字架と復活による救いへと導いてく
ださったのです。このことをいつも忘れ
ないようにしましょう。 

（執筆・初出：大井満・2005年 1月） 

 
 
第３６６日  
 
コリントの信徒への手紙一１：１０～１７ 
 
「キリストは幾つにも分けられてしま

ったのですか」（１３節）。 
コリントの教会は⾮常に多くの問題を

抱えていました。それらの問題に対処す
るためにパウロはこの⼿紙を書いていま
す。イエス・キリストの思いに⽣きるべ
き教会が、⾃分⾃⾝の思いに⽣きてしま
った。そこに教会の抱えていた問題の原
因があります。教会は⾃⼰実現の場では
なく、イエス・キリスト実現の場です。 
 

（執筆・初出：石坂和久・2011年 10月） 
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第３６７日 
 
コリントの信徒への手紙一１：１８～３１ 

 
⾃分が救われた時のことを思い出して

みましょう（２６節）。ただ恵みによっ
て救われたはずなのに、いつのまにか⾃
分の⼒や知恵に頼ろうとしてしまうのが
わたしたち⼈間の愚かさです。わたした
ちが努⼒すべきことは、⾃分の⼒や知恵
を増すことではなく、神の⼒、神の知恵
である⼗字架のキリストご⾃⾝をもっと
よく「知る」ことです。主よ、今⽇もわ
たしの弱さ愚かさの中にあなたがいてく
ださることに気づかせてください。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 1月） 

 
 
第３６８日 
 
コリントの信徒への手紙一２：１～１６ 

 
「神の霊以外に神のことを知る者はい

ません」（１１節）。 
 この箇所には、神の霊すなわち聖霊
と、⼈（もしくは世）の霊との違いが明
確に記されています。数年前から世間で
は「スピリチュアル」という⾔葉がはや
っています。しかしこれは、この箇所の
⾔葉を借りるなら、⼈（世）の霊のこと
で、まことの神を知る霊ではありませ
ん。キリストの思い（１６節）を抱く神
の霊を求めましょう。 

（執筆・初出：大井満・2011年 11月） 

第３６９日 
 
コリントの信徒への手紙一３：１～９ 

 
｢いや、今でもできません。相変わら

ず⾁の⼈だからです｣（２〜３節）。 
 クリスチャンになった途端、わたした
ちが⼀⼈前のクリスチャンになるのでは
ないことが、パウロによってはっきりと
指摘されています。わたしたちは、神に
よってクリスチャンとして成⻑させてい
ただく者なのです（７節）。今わたしが
パウロの前に⽴ったとしたら、彼はわた
しにミルクか堅い⾷物か、どちらを与え
てくれるでしょうか。 
（執筆・初出：花房光江・2011年 11月） 

 
 
第３７０日  
 
コリントの信徒への手紙一３：１０～２３ 
 
「あなたがたは、⾃分が神の神殿であ

り、神の霊が⾃分たちの内に住んでいる
ことを知らないのですか」（１６節）。わ
たしたちは妬みや争いなどの問題を、こ
の世の知恵で解決しようとしていません
か。わたしの⽣き⽅はキリストという⼟
台の上に建て上げねばなりません。かの
⽇に、それが明らかにされるからです
（１３節）。どんなに弱いわたしでも⼤
丈夫。わたしたちの内に住んでおられる
聖霊が、導き助けてくださるからです。 

（執筆・初出：花房光江・2009年 6月） 



 28 

 

  

 
 

第３７１日 
 
コリントの信徒への手紙一４：１～１３ 

 
「キリストに仕える者、神の秘められ

た計画をゆだねられた管理者」（１節）。 
管理者というのは、聖書が書かれた時

代のギリシャでは、有能な奴隷の仕事で
した。彼はどんなに有能であっても奴隷
にすぎません。彼が仕える家の所有者
は、彼のご主⼈なのです。パウロはこの
ことを信仰⽣活にあてはめて、わたした
ちの主⼈が神であり、神こそがすべてを
所有なさっているのだということを思い
出させています。 

（執筆・初出：大井満・2011年 11月） 

 
 
第３７２日 
 
コリントの信徒への手紙一４：１４～２１ 

 
「彼は、わたしの愛する⼦で、・・・

キリスト・イエスに結ばれたわたしの⽣
き⽅を、あなたがたに思い起こさせるこ
とでしょう」（１７節）。 
 様々な問題を起こしているコリント教
会を⼼配して、パウロは、愛弟⼦テモテ
を送ろうとしています。福⾳、神の⾔葉
は、キリストに結ばれて⽣きている⼈々
を通して、正しく伝わるからです。わた
したちも、真実な神を、聖霊に導かれた
⽣き⽅で世に⽰す神の証⼈です。 

（執筆・初出：花房光江・2009年 6月） 

第３７３日 
 
コリントの信徒への手紙一５：１～１３ 

 
｢いつも新しい練り粉のままでいられ

るように、古いパン種をきれいに取り除
きなさい｣（７節）。イースト菌を⼊れた
パン⽣地を発酵させ、その⼀部を次のパ
ン⽣地をつくるために取っておきます。
つまりどんなに新しい⽣地であっても、
その中には古いパン種が⼊ってることに
なります。イエス・キリストの⼗字架と
復活は、そのような古いパン種を取り除
きました。わたしたちはまったく新しい
者として⽣きるのです。 

（執筆・初出：大井満・2011年 11月） 

 
 
第３７４日  
 
コリントの信徒への手紙一６：１～１１ 
 
争いごとをどう解決するのかというこ

とは、信仰の交わりを建て上げていく上
で重要な課題です。単に争いを避けるの
ではなく、争いの中に現れてきた信仰的
な課題について、皆が⾃分の課題として
取り組み、よく話し合い、祈り合うこと
です。信仰の友との間に何か未解決の問
題があるでしょうか。まず神がその間に
⽴ってくださっていることを確認し、祈
りつつ誠意をもって話し合い、主の導き
を求めていきましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 1月） 
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第３７５日 
 
コリントの信徒への手紙一６：１２～２０ 

 
「体はみだらな⾏いのためではなく、

主のためにあり、主は体のためにおられ
るのです」（１３節）。⾁体を軽く考えて
不品⾏をしている⼈々に語っている⾔葉
です。聖霊は、わたしたちを助けるため
に、わたしたちの体を神殿（１９節）と
して住んでくださっています。健康と
か、病気とかは関係ありません。「主の
ために⽣きたい」と願う⼈を、神はその
⼈の体、⽣き⽅全体を⽤いて、神の栄光
を現してくださるのです。 

（執筆・初出：花房光江・2009年 6月） 

 
 
第３７６日 
 
コリントの信徒への手紙一７：１～１６ 

 
パウロは⽣涯独⾝で過ごしましたが、

ペトロや主の兄弟ヤコブなどは結婚して
いたようです（９章５節参照）。結婚
は、神が創造の初めから（創世記２章２
４節）定められた祝福の秩序ですから、
結婚を重んじることは⼤切です。夫婦は
互いに配慮し合い仕え合うよう努⼒すべ
きです。しかしそれによって未婚者やや
もめの⼈が裁かれるようではいけませ
ん。それぞれに神の家族の中での役割が
あります。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 1月） 

第３７７日 
 
コリントの信徒への手紙一７：１７～４０ 

 
「決してあなたがたを束縛するためで

はなく、品位のある⽣活をさせて、ひたす
ら主に仕えさせるためなのです」（３５
節）。わたしたちにとっての最重要事項は、
神に仕えることです。神に仕えるために、
わたしたちは救われました。 

わたしたちは、なんのために受験する
のでしょうか。なんのために就職するの
でしょうか。なんのために結婚するので
しょうか。なんのために⽣きるのでしょ
うか。 

（執筆・初出：石坂和久・2014年 9月） 

 
 
第３７８日  
 
コリントの信徒への手紙一８：１～１３ 
 
「兄弟をつまずかせないために」（１３

節）。コリントの信徒への⼿紙⼀は、コリ
ント教会からの質問状に答える⼿紙であ
ると考えられています。ここでは、偶像の
神に供えたお下がりの⾁を、クリスチャ
ンが⾷べて良いかどうかという質問に、
パウロが答えています。パウロの答えは
シンプルです。クリスチャンは何をして
もいい。でもそれが誰かをつまずかせる
ことになるのなら、わたしはそうしない
ということです。 

（執筆・初出：大井満・2011年 11月） 
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第３７９日 
 
コリントの信徒への手紙一９：１～１２a 

 
パウロは天幕作りの仕事で⽣計を⽴て

ながら伝道しました。彼に反対する⼈々
の中には、そのことで彼の使徒性を疑問
視する者もあったようです。そのような
⼈々に対して、パウロは⾃分の使徒性と
権利について弁明する必要がありまし
た。それは⾃分のためではなく、神の栄
光がはっきり⾒えるようになるためで
す。わたしたちも牧師や伝道者を⽀える
ことについて、神の栄光を現すように努
めましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 1月） 

 
 
第３８０日 
 

コリントの信徒への手紙一 
９：１２b～２７ 

「主は、福⾳を宣べ伝える⼈たちには
福⾳によって⽣活の資を得るようにと、
指⽰されました」（１４節）。パウロ
は、報酬を得たいために使徒職を主張し
ているのではありません。伝道者を⽀え
る尊いつとめは、神が教会に命じられて
いることです。ですからいつの時代に
も、教会は必死に祈りと献⾦で伝道者を
⽀えてきました。また、伝道者も神の召
しに応え、報酬が⽬的ではなく、喜んで
働きました。今⽇も同じです。 

（執筆・初出：花房光江・2009年 6月） 

第３８１日 
 
コリントの信徒への手紙一１０：１～２２ 

 
「あなたがたを襲った試練で、⼈間と

して耐えられないようなものはなかった
はずです。・・・備えていてくださいます」
（１３節）。「試練」とは、単にわたしにと
って何か不都合なこととか不運なことで
はなく、本質的にすべて信仰への挑戦で
あることがわかります。その状況の中で、
どうやって神に信頼を傾けていられるの
か、御⼼を⾒出して従うことができるの
か。その道は必ず備えられていると約束
されています。 

（執筆・初出：笹山緑・2011年 11月） 

 
 
第３８２日  
 

コリントの信徒への手紙一 
１０：２３～１１：１ 

「『すべてのことが許されている。』し
かしすべてのことが益になるわけではな
い」（２３節）と⾔われています。本当に
⾃由なわたしたちには、しない⾃由もあ
るのです。わたしたちの⽣活のひとつひ
とつのことを、⾃由な者として、イエスの
⽀配が現れる選択をしていきたいと思い
ます。それは、神の栄光を現すことになる
のです。キリストに倣って、⾃分の益では
なく、⼈が喜ぶことを求め、互いを造り上
げることを喜びとするのです。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 2月） 
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第３８３日 
 
コリントの信徒への手紙一１１：２～１６ 

 
「⾃分で判断しなさい」（１３節）。 
突然この段落だけを読んだら「パウロ

って男尊⼥卑？」と⾸をかしげるかもし
れません。そう、聖書ってやっぱり通し
て読む必要がありますよね。前段落から
読み進んでくれば、この教会には信仰に
よる「わたしの⾃由」を主張するあま
り、⼈間を妙に霊的存在としか⾒られな
い⼈々がいるようです。現実の⼈間は⾁
をまとった男と⼥です。 
 

（執筆・初出：笹山緑・2011年 11月） 

 
 
第３８４日 
 

コリントの信徒への手紙一 
１１：１７～３４ 

主の晩餐は、主の恵みの祝宴です。主
の体にあずかるのです。それは主の愛と
赦しの体です。同時に、⼀つのパンを裂
いて⾷べる時、わたしたちは教会という
⼀つの交わりにあずかるのです。強い⼈
が無配慮に飲み⾷いして、交わりの祝福
を壊している、「それでは、⼀緒に集ま
っても、主の晩餐を⾷べることにはなら
ないのです」（２０節）とパウロは教え
ています。聖餐は、教会の交わりの原点
であり、キリストの命を与えるのです。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 2月） 

第３８５日 
 
コリントの信徒への手紙一１２：１～１１ 

 
「⼀⼈⼀⼈に“霊”の働きが現れるのは、

全体の益となるためです」（７節）。 
⼈の働きがただ輝かしく⾒えて、⾃分

の無能ぶりに落ち込むことはきっとどな
たにもある経験でしょう。若い頃はまだ
働くことができたけれどもはや、と動か
ない体に絶望しそうな⽇々もあるでしょ
う。しかし４節から７節をよく読むと教
会の働きに「⾃分の⼒」は無関係なのです
ね。今、⾃分が⽤いられていることに気づ
きましょう。 

（執筆・初出：笹山緑・2011年 11月） 

 
 
第３８６日  
 

コリントの信徒への手紙一 
１２：１２～３１a 

「あなたがたはキリストの体であり、
また⼀⼈⼀⼈はその部分です」（２７節）。
パウロは、体のイメージによって教会を
⾒事に⾔い表しました。わたしたちは教
会の部分である、ということは、教会はわ
たしでもあります。わたしたちは、⾃分を
愛するように、教会を愛するのです。それ
は主を愛することです。共に苦しみ、共に
喜ぶ、それは、福⾳によってわたしたちを
愛で結んでくださった、頭であられる主
の御⼼です。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 2月） 
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第３８７日 
 

コリントの信徒への手紙一 
１２：３１b～１３：１３ 

パウロは、⼤きな賜物である愛を受け
るよう熱⼼に努めなさいと⾔っていま
す。４節から７節に書かれた愛の姿は、
イエスの姿と重なります。⼗字架は、主
の愛そのものですね。教会はその主の⼗
字架の愛が働いているところです。主の
愛は、⾃⼰中⼼的なわたしたちを⼗字架
で贖い、互いに愛し合う⼼を与えます。
それぞれの奉仕や賜物も、愛によって初
めて意味を成すのです。主の愛が豊かに
注がれるように祈りましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 2月） 

 
 
第３８８日 
 
コリントの信徒への手紙一１４：１～１９ 
 

「異⾔を語る者が⾃分を造り上げるの
に対して、預⾔する者は教会を造り上げ
ます」（４節）。 

預⾔と異⾔の問題が語られています
が、問題となっているのは、その⾔葉が
教会を造り上げているかどうかという点
です。わたしたちの語る⾔葉は、教会を
造り上げる⾔葉となっているでしょう
か。すなわち、教会である兄弟姉妹⼀⼈
⼀⼈を造り上げ、励まし、慰める⾔葉を
語っているのでしょうか（３節）。 

（執筆・初出：石坂和久・2014年 9月） 

第３８９日 
 

コリントの信徒への手紙一 
１４：２０～２５ 

「まことに、神はあなたがたの内にお
られます」（２５節）。 

教会は、聖霊の宮、神の神殿です。ここ
で語られているように、教会に来られた
⽅々は、わたしたちの交わりを通して神
のご臨在に触れていきます。わたしたち
は、神をまだ知らない⼈たちに、その⼈た
ちに分かる⾔葉で、霊的なことを伝えな
ければなりません。聖霊のご臨在を仰ぎ
ましょう。 
 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 9月） 

 
 
第３９０日  
 

コリントの信徒への手紙一 
１４：２６～４０ 

「神は無秩序の神ではなく、平和の神
だからです」（３３節）。 

聖書の中に「平和」という⾔葉を⾒つけ
ると、あの「シャローム」という語が連想
されます。ただ戦争のない状態だとか安
定しているとか、わたしとその半径何ｋ
ｍ以内が快適だとか、そういったことで
はなく、すべての⼈々のすべてが神に満
たされ命に満ち満ちていることです。こ
れはユートピアではなく教会という現実
であるべきです。 

（執筆・初出：笹山緑・2011年 11月） 
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第３９１日 
 
コリントの信徒への手紙一１５：１～１１ 
 

死の⼒に打ち勝つ復活は、信仰の本質
です。わたしたちもキリストのように体
の復活が待っています。しかし、当時の
ギリシャ哲学は⼈間の体を軽んじるもの
でした。ここで福⾳を伝えるために⽤い
られた⽅法は、⼆つの証⾔です。⼀つ、
復活は旧約の約束の成就である。⼆つ、
よみがえりのイエスを直接⾒たと証⾔す
る。パウロの福⾳伝道は、論理的説得で
はなく、８節にあるように、「わたしは
⾒ました！」と証⾔することでした。 

（執筆・初出：金明瑾・2009年 6月） 

 
 
第３９２日 
 

コリントの信徒への手紙一 
１５：１２～３４ 

「この世の⽣活でキリストに望みをか
けているだけだとすれば、わたしたちは
すべての⼈の中で最も惨めな者です」
（１９節）。へそ曲がりな⾔い⽅をすれ
ば、あの世の薔薇⾊の⽣活に望みをかけ
ているだけだとしたら、それも妄想に過
ぎません。この世で死の脅威にさらされ
ているのが現実であっても、キリストの
復活はその中にすでに現れているので
す。将来の希望から、今の現実を⾒つめ
て⽣きることが求められています。 

（執筆・初出：笹山緑・2011年 11月） 

第３９３日 
 

コリントの信徒への手紙一 
１５：３５～４９ 

「⾃然の体があるのですから、霊の体
もあるわけです」（４４節）。復活のとき、
わたしたちに与えられるのは、霊の体だ
と⾔っています。わたしたちは、まだその
実態を知ることはできませんが、イエス
が復活によって⽰してくださった霊の体
を与えられて復活するのです。それは、イ
エス・キリストという天に属するその⼈
の似姿になることです。わたしたちは、そ
れをあらかじめ味わう者です。 
 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 9月） 

 
 
第３９４日  
 

コリントの信徒への手紙一 
１５：５０～５８ 

復活は終末的な出来事です。地上の⾁
と⾎との連続として復活があるのではあ
りません。⾁と⾎を誇っても（功績に頼っ
ても）、逆に絶望していても（罪に敗れて
いても）、その延⻑線上に復活があるので
はなく、全く「⼀瞬のうちに」、「変えられ
る」（５２節）のです。主イエス・キリス
トの愛と赦しと復活がわたしたちをお救
いになるのです。この世と来るべき世と
の断絶と変⾰が、終末の出来事であり、そ
れは神の国の完成です。 

（執筆・初出：大井尚・2005年 2月） 
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第３９５日 
 
コリントの信徒への手紙一１６：１～２４ 
 

「⽬を覚ましていなさい。信仰に基づ
いてしっかり⽴ちなさい」（１３節）。 

信仰の営みは、⾒えないものを⾒続け
る営みです。⾒ているのは、イエス・キ
リストであり、そして永遠なる⽅の御国
です。⾒えない⽅が、わたしたちを形づ
くろうとしています。このことに⽬を覚
ましていたいのです。その⽇にむけて備
えさせようとしています。わたしたちが
主を愛することによって。 
 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 9月） 

 
 
第３９６日 
 
コリントの信徒への手紙二１：１～７ 

 
「神は、あらゆる苦難に際してわたし

たちを慰めてくださるので、わたしたち
も神からいただくこの慰めによって、あ
らゆる苦難の中にある⼈々を慰めること
ができます」（４節）。わたしたちは神
からいただいた豊かな慰めを証しするこ
とで、苦難の最中にある⼈々を慰めるこ
とができます。苦難は無意味に終わるも
のではありません。苦難が慰めとなるこ
とに、主イエス・キリストの恵みを想い
起こします。感謝です。 
（執筆・初出：坂井一富・2011年 12月） 

第３９７日 
 
コリントの信徒への手紙二１：８～１４ 
 

「それで、⾃分を頼りにすることな
く、・・・神を頼りにするようになりまし
た」（９節）。福⾳信仰は、⾃分の義ではな
く、神の義を頼りにすることです。そのあ
り⽅が⽣活の全領域に及ぶとき、神が希
望になるのです。パウロは、死の宣告を受
けたように感じる困難の中で、そのこと
に気づいたと書いています。困難はわた
したちがよって⽴つべきものが何かを実
際的に教えてくれます。 
 

（執筆・初出：三浦寿夫・2014年 9月） 

 
 
第３９８日  
 
コリントの信徒への手紙二１：１５～２２ 
 

「この⽅においては『然り』だけが実現
したのです」（１９節）。 

わたしたちが何かを計画したとして、
それがうまく進められるとき「然り」もあ
れば、そうはならないこと「否」もありま
す。パウロですらそう感じたようです。し
かし、イエス・キリストのみわざにおいて
はすべてが「然り」だったのです。 

⼗字架の死は⼀⾒「否」であったかもし
れません。しかし、復活によって「然り」
であることが明らかにされました。 

（執筆・初出：大井満・2009年 7月） 
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第３９９日 
 

コリントの信徒への手紙二 
１：２３～２：１７ 

具体的には明らかではありませんが、
教会の中に「悲しい」出来事があったよ
うです。「あの罰で⼗分です」（６節）と
⾔い、むしろ「赦して、⼒づけるべきで
す」（７節）と勧めます。信仰者の交わ
りの⼤切さ、必要性を教えられます。 

「赦す」という⾔葉は「恵み」という
⾔葉から出ています。それは本来、神か
ら出てくる恵みであって、⼈間から出て
くるものではないはずです。⼈間を滅亡
させるのではなく⽣かすのが信仰です。 

（執筆・初出：大井尚・2005年 2月） 

 
 
第４００日 
 
コリントの信徒への手紙二３：１～１８ 

 
ここでパウロは彼の使徒職を否定する

⼈々に対し弁明したいと夢中になってい
るのではありません。「わたしたちの推
薦状は、あなたがた⾃⾝です」（２節）
という⾔葉には、パウロが教会に仕える
者とされた神への感謝と誇りがみなぎっ
ています。また、コリント教会への深い
愛が満ちています。コリント教会は問題
の多い教会でしたが、彼はその教会の上
にいつも⼒強い神の霊の働きと、神の栄
光をはっきりと⾒ていたからです。 

（執筆・初出：花房光江・2003年 8月） 

第４０１日 
 
コリントの信徒への手紙二４：１～１５ 
 

「わたしたちは、このような宝を⼟の
器に納めています」（７節）。 

宝とは何でしょうか。それはキリスト
ご⾃⾝であり、キリストに似た者とされ
るわたしたちの特権です。わたしたち⾃
⾝は壊れやすく、やがて⼟に帰る存在
（⼟の器）です。しかし、内に秘められ
たキリストという宝によって、永遠の命
をもゆだねられた存在とされているので
す。神はなんとすばらしい⽅でしょう。
ハレルヤ。 

（執筆・初出：大井満・2009年 7月） 

 
 
第４０２日  
 

コリントの信徒への手紙二 
４：１６～５：１０ 

「体を住みかとしていても、体を離れ
ているにしても、ひたすら主に喜ばれる
者でありたい」（９節）。わたしたちはと
かくこの世の命のことばかりに関⼼を持
ちますが、パウロの場合はそうではあり
ませんでした。この世の命においても、
永遠の命においても、とにかく主に喜ば
れる者であることを願っていたのです。
つまり、彼は常にイエス・キリストに焦
点を当てていました。⽇曜⽇だけではな
く、⽣活のすべてにおいて。 

（執筆・初出：大井満・2009年 7月） 
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第４０３日 
 
コリントの信徒への手紙二５：１１～２１ 

 
「和解」。今⽇この⾔葉の持つ意味は

⼤きいのではないでしょうか。国と国、
⺠族と⺠族、社会の中で、家族の中で、
親と⼦、あらゆる関係の中で、最も必要
とされていると⾔ってよいでしょう。 

その原因は罪にあります。対⽴を産み
出しているのは罪です。神と⼈間との間
にある罪があらゆる罪の根本原因です。
神との和解が⼈と⼈との和解を造り出し
ます。和解の福⾳はわたしたち教会にゆ
だねられています。 

（執筆・初出：大井尚・2005年 2月） 

 
 
第４０４日 
 
コリントの信徒への手紙二６：１～１３ 

 
「今や、恵みの時、今こそ、救いの

⽇」（２節）。 
環境がどうであれ、ときが良くても悪

くても、それらはなんら宣教を妨げるも
のではないのですね。今は聖霊時代であ
って、聖霊が⾃由に働いておられます。
あさはかな⾃分の思いや判断に左右され
ないで、聖霊の助けを信じましょう。愛
する⼈々が、主イエスを知り救いにあず
かることができると確信して、祈り続
け、愛し、仕えようではありませんか。 

（執筆・初出：花房光江・2003年 8月） 

第４０５日 
 

コリントの信徒への手紙二 
６：１４～７：１ 

「神を畏れ、完全に聖なる者となりま
しょう」（１節）。⼈間の⽬で⾒る限り、地
上の⽣涯で、わたしたちが完全に聖なる
者となることなどあり得ないように思わ
れます。しかし、聖書ではそうなるように
と勧めています。ということは、そうなる
可能性があるのです。聖別という⾔葉は
神のために区別するという意味です。わ
たし⾃⾝を神のために取り分けたいと決
⼼し、祈るとき、神のものとしていただけ
るのです。 

（執筆・初出：大井満・2009年 7月） 

 
 
第４０６日  
 
コリントの信徒への手紙二７：２～１６ 
 

「神の御⼼に適った悲しみは、取り消
されることのない救いに通じる悔い改め
を⽣じさせ、世の悲しみは死をもたらし
ます」（１０節）。 

コリント教会の⼈々が悔い改めたのを
知り、パウロは喜びました。神はわたし
たちが失敗してしまうことを良くご存じ
です。⼤事なことは、失敗しないことで
はなく、失敗を認めて悔い改める素直な
⼼です。⾔い訳するのをやめて、素直に
悔い改めましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 3月） 
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第４０７日 
 
コリントの信徒への手紙二８：１～１５ 

 
「主は豊かであったのに、あなたがた

のために貧しくなられた。それは、主の
貧しさによって、あなたがたが豊かにな
るためだったのです」（９節）。 

エルサレム教会のために始めた援助献
⾦を途中で投げ出さないでやり遂げるよ
うにパウロは勧めています。わたしした
ちが献⾦を献げる動機は、主イエスの豊
かさにあずかっているからです。⼗字架
から流れてくる主の愛の豊かさに触れ、
喜んで献げる者となりましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 3月） 

 
 
第４０８日 
 
コリントの信徒への手紙二８：１６～２４ 

 
「これらの兄弟について⾔えば、彼ら

は諸教会の使者であり、キリストの栄光
となっています」（２３節）。 

教会を援助しあうため、募⾦を携えて
いくテトスとそのほかの兄弟たちについ
て、パウロは彼らが使者であるだけでな
く、キリストの栄光となっていると⾔い
ます。主のために喜んで奉仕する者はた
だそのことによってキリストの栄光を⾝
に帯びるのです。なんと光栄なことでし
ょうか。 

（執筆・初出：大井満・2009年 7月） 

第４０９日 
 
コリントの信徒への手紙二９：１～１５ 
 

「種を蒔く⼈に種を与え、・・・あな
たがたに種を与えて、それを増やし、あ
なたがたの慈しみが結ぶ実を成⻑させて
くださいます」（１０節）。 

⾃分で種を蒔くとしても、その種⾃体
も、実は神が備えてくださるものである
ことを忘れてはなりません。わたしたち
は神の栄光をこの世に現すために、神か
ら種を喜んで受け取り、感謝していきな
がらそれを成⻑させ、豊かな実りで栄光
を現すのです。 
（執筆・初出：穂波安孝・2014年 10月） 

 
 
第４１０日  
 
コリントの信徒への手紙二１０：１～１８ 
 

「あなたがたを打ち倒すためではな
く、造り上げるために主がわたしたちに
授けてくださった権威」（８節）。真理を
明らかにするために互いに議論をすべき
ときがあります。しかし、それは互いに
相⼿を倒すためではなく、その⼈の信仰
が造り上げられるようにするべきです。
委員会や集会での⾃分の発⾔の仕⽅を考
えてみましょう。神様、互いに相⼿の信
仰を造り上げるような⾔葉をもって話し
合うことができるよう導いてください。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 3月） 
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第４１１日 
 
コリントの信徒への手紙二１１：１～１５ 

 
「あなたがたに対して、神が抱いてお

られる熱い思いをわたしも抱いていま
す」（２節）。使徒の働きには、真理に導
かれ、信仰が強められるように教える働
きがあります。ですから、使徒は間違い
を指摘し、叱ることも多くあります。け
れども、⼈を叱ることは実際にはむずか
しいことです。⼈は誰でも良い⼈と思わ
れたい願望がありますが、教会のため
に、また相⼿のためにも「熱い思い」を
クリスチャンとして求めましょう。 

（執筆・初出：金明瑾・2011年 12月） 

 
 
第４１２日 
 

コリントの信徒への手紙二 
１１：１６～３３ 

「だれかが弱っているなら、わたしは
弱らないでいられるでしょうか。だれか
がつまずくなら、わたしが⼼を燃やさな
いでいられるでしょうか」（２９節）。 

パウロは熱⾎漢であったようです。し
かし、それは道徳的なものからきている
のではありません。その根源はイエス・
キリストの⼗字架の贖いと復活であり、
イエス・キリストが⾃分にしてくださっ
たことを、他の⼈にも⾔葉や⾏いを通し
て現しているのです。 

（執筆・初出：穂波安孝・2009年 7月） 

第４１３日 
 
コリントの信徒への手紙二１２：１～１０ 
 

パウロに与えられたとげが何であった
かはわかりませんが、彼を苦しめるもの
であったことは確かです。わたしたちに
も⾃分を苦しめる弱さがあるでしょう。
それが無かったらどんなに良いかと考え
ますが、主は「わたしの恵みはあなたに
⼗分である。⼒は弱さの中でこそ⼗分に
発揮されるのだ」（９節）と⾔われま
す。弱さを感じるときにこそ主は近くお
られ、わたしを通して働こうとしておら
れます。主よわたしを⽤いてください。 

（執筆・初出：品川謙一・2003年 8月） 

 
 
第４１４日  
 

コリントの信徒への手紙二 
１２：１１～２１ 

コリント教会の⼈々の霊的な親とし
て、パウロは彼らのことを⼼配し、愛の
ゆえに彼らを正しい道に⽴ち帰らせよう
と努⼒しています。それは彼らの信仰を
「造り上げるため」（１９節）でした。 

真実な信仰の交わりは、お互いへの愛
と信頼に基づいて諭し合い、相⼿が神に
向かって⽣きるのを助ける関係です。わ
たしたちは⼀⼈では弱いですから、お互
いに信仰を「造り上げ」合う仲間が必要
です。 

（執筆・初出：品川謙一・2003年 8月） 
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第４１５日 
 
コリントの信徒への手紙二１３：１～１３ 

 
「終わりに、兄弟たち、喜びなさい。

完全なものになりなさい」（１１節）。 
コリント教会の多くの問題を指摘し勧

告しながら、結びの⾔葉の中で「完全な
者になりなさい」とは、多くの内容を含
む⾔葉です。これは信仰の徳を⾼める⼤
事さを語っているのです。個⼈の⼒や誰
かの熱⼼などが⽬⽴つことで、思いを⼀
つにすべきことに対⽴があったのでしょ
う。互い挨拶を交わす当たり前のことが
勧められているほどに。 

（執筆・初出：金明瑾・2011年 12月） 

 
 
第４１６日 
 
ガラテヤの信徒への手紙１：１～１０ 

 
「あなたがたが受けたものに反する福

⾳を告げ知らせる者がいれば、呪われる
がよい」（９節）。「呪われる」という過
激な表現は、ガラテヤ教会の根本的問題
の⼤きさを物語っています。その問題と
は、福⾳を変質させていることについて
です。それは神を捨てて偶像に⾛ること
ではなく、福⾳の本質「キリストの恵み
へ招いてくださった⽅」（６節）以外に
わたしたちの中に何か価値あるもの、⾏
いがあると信じることでした。 

（執筆・初出：金明瑾・2011年 12月） 

第４１７日 
 
ガラテヤの信徒への手紙１：１１～２４ 
 

パウロは、彼が宣べ伝えている福⾳が
⼈によるものではないということを証明
するために、⾃分の回⼼の経験、当時の
エルサレムの指導者ケファ（ぺトロ）、
ヤコブとの交わり、またユダヤの諸教会
の⼈々が彼を福⾳の使者として受け⼊れ
た出来事を語っています。このように福
⾳宣教は神ご⾃⾝の働きによって前進す
る神のわざであって、⼈のわざではあり
ません。⽇々、起こるすべての事柄が神
のご計画の中で⽤いられるのです。 

（執筆・初出：花房光江・2004年 8月） 

 
 
第４１８日  
 
ガラテヤの信徒への手紙２：１～１０ 
 

「彼らは、わたしたちを奴隷にしよう
として、わたしたちがキリスト・イエス
によって得ている⾃由を付けねらい、こ
っそり⼊り込んで来たのでした」（４
節）。ガラテヤの諸教会が直⾯している
問題が、少しずつ明らかになっていきま
す。福⾳に対して割礼、⾃由に対して奴
隷という⾔葉が、問題点を⽰していま
す。⼈間は福⾳によって⾃由にされたの
に、割礼に象徴される律法主義の奴隷に
なろうとする傾向があります。 

（執筆・初出：大井満・2001年 5月） 
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第４１９日 
 
ガラテヤの信徒への手紙２：１１～２１ 

 
「⾮難すべきところがあったので、わ

たしは⾯と向かって反対しました」（１
１節）。割礼を受ける、受けないは福⾳
の本質とは別の問題という議論が続く中
で、「割礼を受けている者たち」の前で
ケファ（ペトロ）が割礼問題を意識して
その場から⾝を引こうとしたことが⾮難
の対象になりました。ケファ本⼈には些
細なことと思われた判断が、他の兄弟に
はつまずきを与えたのです。どんなとき
も福⾳を基準とすることですね。 

（執筆・初出：金明瑾・2011年 12月） 

 
 
第４２０日 
 
ガラテヤの信徒への手紙３：１～１４ 

 
「だから、信仰によって⽣きる⼈々こ

そ、アブラハムの⼦であるとわきまえな
さい」（７節）。聖霊の時代を迎えたのは
イエスの死と復活によってです。この時
代を⽣きるわたしたちは聖霊を求めてい
ます。聖霊はわたしたちの⼒で得るもの
ではありません。アブラハムの信仰が義
と認められた事柄（６節）をとおして、
聖霊を受けることは「神を信じた」者に
与えられるイエス・キリストの恵みであ
ることがはっきりと⽰されています。 

（執筆・初出：金明瑾・2011年 12月） 

第４２１日 
 
ガラテヤの信徒への手紙３：１５～２０ 
 

この⼿紙は、律法主義的な信仰に対し
て、福⾳的な信仰を主張しています。神
はアブラハムに救いを約束されたとき、
律法を守ることによってではなく信仰に
よって与えられるものとされました（ロ
ーマの信徒への⼿紙４章１３節）。その
約束は「⼀⼈の⼈」（１６節）であるイ
エス・キリストを指しての約束です。律
法を守るという律法主義ではなく、キリ
ストの福⾳を信じることによる救いを指
しています。それが神の約束です。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 1月） 

 
 
第４２２日  
 
ガラテヤの信徒への手紙３：２１～４：７ 
 

「それは、律法の⽀配下にある者を贖
い出して、わたしたちを神の⼦となさる
ためでした」（５節）。「神の⼦とされ
る」とは、⼈間の知恵や常識で⽣きるの
ではなく、神を神として⽣きるというこ
とでしょう。それは⾃分の考えや⼒で⽣
きるという罪を知り、イエスによる罪の
赦しを与えられたことを⼈⽣の基本とす
る信仰によって⽣きるということです。
それが「神の⼦とされる」という信仰者
の新しい⽣き⽅です。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 1月） 
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第４２３日 
 
ガラテヤの信徒への手紙４：８～２０ 

 
「しかし、今は神を知っている、い

や、むしろ神から知られているのに」
（９節）。わたしたちの信仰は⾃分の⽅
から神に近づいて⾃分の能⼒で持ったの
ではありません。あくまでも神の⽅から
わたしに働きかけ、神の愛と憐れみによ
って救われたのです。この原点を忘れ
て、⾃分の意志や⼒によって信仰を持っ
たのだと思うのはまったくの間違いで
す。そのような傲慢を砕かれなければ聖
書の信仰は正しく受け取れません。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 1月） 

 
 
第４２４日 
 
ガラテヤの信徒への手紙４：２１～５：１ 

 
「この⾃由を得させるために、キリス

トはわたしたちを⾃由の⾝にしてくださ
ったのです」（１節）。普通、⼈間は信仰
によって不⾃由になると考えます。⾃分
の⾁の思いのままに⽣きることが⾃由だ
と考えるからです。しかし⼈間は罪⼈で
すから⾃分の思いのままに⽣きることは
罪に⽣きることになり、本当の⾃由に⽣
きることはできません。⾁によって⽣き
ることは罪を造り出すのであり、⾃由
（愛）に⽣きることはできないのです。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 1月） 

第４２５日 
 
ガラテヤの信徒への手紙５：２～１５ 
 

「キリスト・イエスに結ばれていれ
ば、割礼の有無は問題ではなく、愛の実
践を伴う信仰こそ⼤切です」（６節）。も
し割礼が必要なら、救われる異邦⼈は少
ないままでした。しかし、⼗字架がその
壁を打ち破りました。わたしたちは、信
仰を告⽩して洗礼を受けて、復活したキ
リスト・イエスに結ばれました。キリス
トの愛が⾔葉や⾏いに現れてきます。そ
れが救われたしるしです。 
 

（執筆・初出：坂井一富・2014年 8月） 

 
 
第４２６日  
 
ガラテヤの信徒への手紙５：１６～２６ 
 

「これに対して、霊の結ぶ実は愛であ
り、喜び、平和、寛容、親切、善意、誠
実、 柔和、節制です。これらを禁じる
掟はありません」（２２節）。主イエスの
掟は「・・・しなさい」です。最も重要
な掟は、神と隣⼈を愛することです（マ
タイによる福⾳書２２章３７〜４０
節）。できるかどうかと⼼配することは
ありません。聖霊がわたしを愛で満た
し、豊かな実を結ぶように成⻑させてく
ださいます。 

（執筆・初出：坂井一富・2014年 8月） 
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第４２７日 
 
ガラテヤの信徒への手紙６：１～１８ 

 
「互いに重荷を担いなさい」（２節）。

信仰によって救われ、信仰にあって⽣き
る交わりとなっているのが教会です。そ
の交わりは「互いに重荷を担い」合う交
わりです。そのために必要なものは⾃⼰
検討（３節、４節、８節）であり、さら
に「御⾔葉」（６節）を尊重することで
す。教会の中で、愛と秩序が⼤切にされ
ることです。「イエス・キリストの焼き
印を⾝に受けている」（１７節）ことを
忘れてはなりません。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 1月） 

 
 
第４２８日 
 
エフェソの信徒への手紙１：１～１４ 

 
「神がその愛する御⼦によって与えて

くださった輝かしい恵みを、わたしたち
がたたえるためです」（６節）。これこそ
が、わたしたち罪⼈が救われて、成し遂
げていくべき⽬的です。主イエス・キリ
ストの⼗字架と復活によって救われたそ
の恵みをたたえるために、わたしたちは
存在しています。決して⾃らの努⼒によ
って救われたのでもなく、⾃分の⽬的の
ために⽣きるのでもない。わたしたちは
神様をたたえるために⽣きるのです。 

（執筆・初出：大井満・2014年 10月） 

第４２９日 
 
エフェソの信徒への手紙１：１５～２３ 
 

「また、わたしたち信仰者に対して絶
⼤な働きをなさる神の⼒が、どれほど⼤
きなものであるか、悟らせてくださるよ
うに」（１９節）。 

⾃分の⼩ささ、もろさ、罪の現実に落
ち込んでいるときも、神の⼒は絶えるこ
となくわたしたちに注がれています。聖
霊なる神があなたを⽀配してくださるの
なら、この⼟の器がどれほど⼤きく⽤い
られることでしょう。⼈の⽬にではな
く、神の⽬に⼤きく豊かに。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 1月） 

 
 
第４３０日  
 
エフェソの信徒への手紙２：１～１０ 
 

「わたしたちは、その善い業を⾏って
歩むのです」（１０節）。何が、もしくは
どちらが正しいか、とかくはっきりさせ
たくなるわたしたちですが、イエスは審
判員の様な⽣き⽅をわたしたちに求めて
おられるのでしょうか。これでは⼈を裁
くことにもなりかねません。イエスの⽣
涯は、正誤の線引きを教えるよりもむし
ろ「善い業」が何であるかを現すことに
集中しています。わたしたちが倣うの
は、その姿であるはずです。 
（執筆・初出：和泉美和子・2012年 4月） 
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第４３１日 
 
エフェソの信徒への手紙２：１１～２２ 

 
「⼗字架を通して、両者を⼀つの体と

して神と和解させ、⼗字架によって敵意
を滅ぼされました」（１６節）。⼗字架の
縦は神との関係、横は隣⼈との関係を表
していると⾔われます。では、その関係
とはどんなものでしょう。それは、和解
の関係と⾔えます。罪がいつも敵意を⽣
み出し、平和を遠ざける現実。しかし、
キリストの命は敵意を滅ぼし、平和をも
たらすという新たな現実をわたしたちに
与えてくださっているのです。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 11月） 

 
 
第４３２日 
 
エフェソの信徒への手紙３：１～１３ 

 
「キリスト・イエスの囚⼈となってい

るわたしパウロ」（１節）。彼は現実に牢
に⼊れられ囚⼈になっていました。しか
しそれを卑下して⾔うのではなく、むし
ろこの⾃分を本当にとらえているのは主
であることを喜んで告⽩しています。⽬
の前の困難な状況に飲み込まれていませ
んか。視点をキリストに向けましょう。
キリストはあなたの困難を飲み込み、キ
リストに結び合わされた喜びを必ず味わ
わせてくださいますから。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 11月） 

第４３３日 
 
エフェソの信徒への手紙３：１４～２１ 
 

「信仰によってあなたがたの⼼の内に
キリストを住まわせ」（１７節）。聖霊と
してイエスがわたしの内に住んでくださ
っているという実感があるでしょうか。
これは理論ではなく、霊的な現実です。
信仰の成⻑とは、わたしの信じる能⼒が
強くなるということではなく、わたしの
内に住んでおられるイエスの霊に主権を
明け渡していくという過程です。主イエ
スよ、この⼀⽇、あなたがわたしの内
に、わたしを通して⽣きてください。 

（執筆・初出：品川謙一・2004年 8月） 

 
 
第４３４日  
 
エフェソの信徒への手紙４：１～１６ 
 

わたしたちの信仰は、教会というキリ
ストの体なる共同体に連なる信仰です。
⼀⼈⼀⼈がバラバラに信仰⽣活をしてい
くのではなく、交わりの中でキリストの
愛を分かち合いつつ成⻑していきます。
そして信仰の成⻑は必ず「霊による⼀
致」へと導きます。それは反対意⾒がで
ないような教会ではなく、⽴場や意⾒が
違っても皆が「頭であるキリスト」の御
⼼を求めて真剣に祈っている教会です。
「霊による⼀致」を求め祈りましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2004年 8月） 
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第４３５日 
 
エフェソの信徒への手紙４：１７～５：５ 

 
「神の聖霊を悲しませてはいけませ

ん」（３０節）。 
ここには救われた者として、どのよう

に毎⽇⽣きるべきかが具体的に⽰されて
います。それは、わたしたちが⾃分で考
える「正しく清い⽣活」を実現しよう
と、常に⾃分や隣⼈の審判者となって⽣
きるのではなく、常に聖霊の思いに照ら
し、導かれて⽣きるということであり、
必然的に祈りの⽇々を重ねていく⽣き⽅
となるのではないでしょうか。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 1月） 

 
 
第４３６日 
 
エフェソの信徒への手紙５：６～２０ 

 
「いつもあらゆることについて、わた

したちの主イエス・キリストの名によ
り、⽗である神に感謝しなさい」（２０
節）。「いつもあらゆることについて」の
⾔葉の重みを感じます。とてもありがと
うと⾔えない状況になっても、感謝をさ
さげられるでしょうか。常識では無理で
す。しかしわたしたちには、困難な状況
の中にも神の驚くべき恵みと憐みを⾒る
⽬が与えられています。主イエスによっ
て与えられたその⽬を開きましょう。 
（執筆・初出：和泉美和子・2014年 11月） 

第４３７日 
 
エフェソの信徒への手紙５：２１～３３ 
 

「キリストに対する畏れをもって、互
いに仕え合いなさい」（２１節）。この⾔
葉は、６章９節までの三つの⼈間関係に
ついての教えの表題です。どのような⼈
間関係においても、まずキリストに対す
る畏れを持つこと。それがキリスト者の
あり⽅です。ここに⽴って、夫婦関係に
思いをはせると、互いに仕え、愛すると
いうことが、キリストの⼗字架に基づい
ているのだとの感謝の思いが迫ってきま
す。 

（執筆・初出：大井満・2009年 2月） 

 
 
第４３８日  
 
エフェソの信徒への手紙６：１～９ 
 

妻と夫についても、親と⼦について
も、主⼈と奴隷の関係についても、キリ
ストが教会を愛したその愛がすべての出
発点で、すべての⼈間関係の基礎となっ
ています。たとえば、「⽗と⺟を敬いな
さい」との戒めも、キリストが教会を愛
したその愛を受け⽌めないなければ、完
全には実現され得ない深みを持った教え
です。キリストの愛の⼤きさを知り、⽗
⺟への愛の貧しさを知った者こそ、その
教えの深みを味わい知ります。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2001年 6月） 
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第４３９日 
 
エフェソの信徒への手紙６：１０～２４ 

 
「わたしたちの戦いは、⾎⾁を相⼿に

するものではなく」（１２節）。キリスト
者の⽣活が戦いであるということを、わ
たしたちはどの程度認識しているでしょ
うか。洗礼式の最後に「信仰の戦いを⽣
涯続けなさい」という派遣の⾔葉があり
ます。それほど厳しいものなのです。し
かもその戦いの相⼿は、サタンです。⽣
半可な覚悟では勝てない強い相⼿です。
ですから、「主に依り頼み、その偉⼤な
⼒によって強くなりなさい」（１０節）。 

（執筆・初出：大井満・2009年 2月） 

 
 
第４４０日 
 
フィリピの信徒への手紙１：１～１１ 

 
「あなたがたの中で善い業を始められ

た⽅が（中略）その業を成し遂げてくだ
さると、わたしは確信しています」（６
節）。信仰において確信すべき本質的な
ことは⼆つです。⼀つは当然ながら救い
を与えた神を信じることですが、もう⼀
つは、その救いが私の中で継続している
ことを信じることです。教会のあの⼈は
⼤丈夫だけれど、私はもうだめだ・・・
と⾃分をあきらめてはいませんか。この
⼆つがなければ信仰は成⽴しません。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2004年 9月） 

第４４１日 
 
フィリピの信徒への手紙１：１２～３０ 
 

「私にとって⽣きるとはキリストであ
り、死ぬことは利益なのです」（２１
節）。キリストの救いにあずかっている
なら、⼈⽣のすべてが「利益」となりま
す。そして、死ぬことさえ恵みになりま
す。教会には、⻑い年⽉の間キリストの
救いにあずかってこられ、信仰に⽴ち続
けている⽅がここにも、あそこにもおら
れます。また親しいいく⼈かは、その信
仰をまっとうして主のもとに帰りまし
た。彼らは教会の栄光、教会の宝です。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2004年 9月） 

 
 
第４４２日  
 
フィリピの信徒への手紙２：１～１８ 
 

「へりくだって、互いに相⼿を⾃分よ
りも優れた者と考え」（３節）。イエス・
キリストが神の御⼦であられるのに⼈と
なられたこと、そして罪⼈のために死ん
でくださったこと、これに勝る謙遜はあ
りません。わたしたちの⼈⽣のお⼿本は
キリストですから、わたしたちもこの⽅
の謙遜に倣いましょう。さまざまな⼈間
関係の中で、他の⼈の⽅がわたしより優
れていると考える謙遜な⽣き⽅で、キリ
ストに従いましょう。 

（執筆・初出：大井満・2009年 2月） 
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第４４３日 
 
フィリピの信徒への手紙２：１９～３０ 

 
「彼はわたしの兄弟、協⼒者、戦友で

あり、また、あなたがたの使者として、
わたしの窮乏のとき奉仕者となってくれ
ました」（２５節）。パウロは命をかけて
彼を⽀えてくれたエパフロディトを、フ
ィリピ教会に帰そうと考えています。エ
パフロディトは⻑旅に耐えられるまでに
回復したのでしょう。パウロを⽀えるた
めに、フィリピの教会はこのような⼈を
派遣したのでした。わたしたちには何が
できるでしょうか。 

（執筆・初出：大井満・2012年 4月） 

 
 
第４４４日 
 
フィリピの信徒への手紙３：１～４：１ 

 
「主において喜びなさい」（３章１

節）。 
パウロはフィリピ書の中で、「喜び」

を何度使ってきたことでしょうか。パウ
ロにとっての喜びは、何よりもイエス・
キリストに⾒出されたことです。ある意
味でキリストからもっとも遠いところに
いた迫害者パウロを、主はお選びにな
り、伝道者とされたのです。この喜びは
彼にとってだけではなく、わたしたちに
とっても何物にも代えがたいものです。 

（執筆・初出：大井満・2009年 2月） 

第４４５日 
 
フィリピの信徒への手紙４：２～９ 
 

「主において常に喜びなさい。重ねて
⾔います。喜びなさい」（４節）。いつも
喜べないのが⼈⽣です。それでもパウロ
は⾔います。「主において」がポイント
ですね。主イエスは、わたしたちのため
に苦しみを引き受けてくださいました。
そして苦難さえ喜びになることを、⾝を
もって⾒せてくださいました。だから、
わたしたちはどん底になってもなお希望
を失いません。それで、常に喜ぶことが
できます。リジョイス。 
（執筆・初出：坂井一富・2014年 11月） 

 
 
第４４６日  
 
フィリピの信徒への手紙４：１０～２３ 
 

「わたしを強めてくださる⽅のお陰
で、わたしにはすべてが可能です」（１
３節）。将来について不安になったと
き、この御⾔葉に励まされました。そう
です。御⼼にかなうことはすべてが可能
です。何を恐れることがあるでしょう
か。もちろん、⾃分の⼒だけでやるので
はありません。聖霊がわたしを⽴たせ
て、主イエスと教会に仕えることができ
るように導いてくださることを、今⽇、
⼼から信じます。 
（執筆・初出：坂井一富・2014年 11月） 
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第４４７日 
 
コロサイの信徒への手紙１：１～８ 

 
「この福⾳は・・・神の恵みを聞いて

真に悟った⽇から、実を結んで成⻑して
います」（６節）。コロサイの教会に書き
送られた⼿紙の中で、パウロは⼀緒にい
るテモテと共に、福⾳が実を結んで成⻑
していることを喜んでいます。信仰の中
⾝においても、また教会の教勢という⾯
においても、成⻑していたのでしょう。
その成⻑には理由がありました。彼らが
福⾳を単に知的に理解したのみならず、
もっと深く「真に悟った」からです。 

（執筆・初出：大井満・2014年 10月） 

 
 
第４４８日 
 
コロサイの信徒への手紙１：９～２３ 

 
「わたしたちは、この御⼦によって、

贖い、すなわち罪の赦しを得ているので
す」（１４節）。何と⾔っても福⾳の核⼼
は、御⼦イエス・キリストの⼗字架の贖
いです。「贖い」という⾔葉は、「奴隷を
買い取って⾃由にする」というのがもと
もとの意味です。わたしも罪の奴隷であ
ったのに、イエスの⼗字架の⾎で買い取
られ、⾃由な⾝分にしていただいたので
す。⼼から⼗字架の主イエスをほめたた
えます。 

（執筆・初出：大井満・2012年 4月） 

第４４９日 
 
コロサイの信徒への手紙１：２４～２：５ 
 

「世の初めから代々にわたって隠され
ていた、秘められた計画が、今や、神の
聖なる者たちに明らかにされたのです」
（２６節）。神の救いの計画は、アダム
とエバの堕罪のときから、すでに⽴てら
れていました。しかし神はそれを御⼼の
中に秘めておられ、イエス・キリストに
おいて明らかにされました。わたしたち
はこの良い知らせを伝えるために召され
ています。罪の中にいる⼈々が救われる
ように祈る責任を果たしましょう。 

（執筆・初出：大井満・2014年 10月） 

 
 
第４５０日  
 
コロサイの信徒への手紙２：６～１９ 
 

「キリストの勝利の列に従えて、公然
とさらしものになさいました」（１５
節）。神がわたしたちの⼀切の罪を赦
し、わたしたちを訴える証書を破棄し、
⼗字架に釘付けにして取り除いてくださ
いました。おまけにわたしたちを⽀配し
ていたさまざまな⼒をイエスの勝利の凱
旋の列でさらしものにされたと告げてい
ます。なんと⼒強い恵みでしょう。これ
は、神がなさったことです。確信して、
感謝し、喜びましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2008年 5月） 
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第４５１日 
 

コロサイの信徒への手紙 
２：２０～３：１１ 

「あなたがたは、キリストと共に復活
させられたのですから、上にあるものを
求めなさい。」（３章１節）。パウロは先
に、「あなたがたは、キリストと共に死
んで」（２章２０節）と書きました。わ
たしたちは、キリストと共に死に、共に
復活させられた者なのです！⾁と罪のわ
たしはすでに死んだのです。ですからそ
れまでとは⼈⽣のゴールが違います。⽬
標が新しくなったのです。天におられる
イエス・キリストこそが⽬標です。 

（執筆・初出：大井満・2014年 10月） 

 
 
第４５２日 
 
コロサイの信徒への手紙３：１２～４：１ 

 
「互いに忍び合い、責めるべきことが

あっても、赦し合いなさい。主があなた
がたを赦してくださったように、あなた
がたも同じようにしなさい」（１３節）。
⼈間は何でも⼈のせいにしようとしま
す。⾃分が常に正しく、⼈が常に悪いの
です。もしわたしがそのように考えそう
になったとき、イエス・キリストの⼗字
架の愛を思い起こしましょう。⼗字架に
かかってまでわたしたちを赦してくださ
った主を思い、主に倣いましょう。 

（執筆・初出：大井満・2005年 8月） 

第４５３日 
 
コロサイの信徒への手紙４：２～６ 
 

「⽬を覚まして感謝を込め、ひたすら
祈りなさい」（２節）。すべきことがたく
さんあって、⼼を奪われてしまうことの
多い社会です。しかし、わたしたちがま
ずすべきで、いつもしなければならない
のは祈りです。⼈間の⼒には限界があり
ます。それを基準にせず神の⼒が働かれ
ることを求めなければ何事も充分ではあ
りません。「祈りなさい」。そこに信仰の
特権があり、信仰の姿があります。何よ
りも神の働きを求めることが⼤切です。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 5月） 

 
 
第４５４日  
 
コロサイの信徒への手紙４：７～１８ 
 

「いつもあなたがたのために熱⼼に祈
っています」（１２節）。今パウロは牢獄
の中にいます。その中から多くの兄弟や
仲間のことを覚え、相⼿の教会のことを
覚えて祈っています。⼿紙を持って⾏く
⼈、多くの同労者の名前をあげてこれら
の⼈々のために祈ってくださいと勧めま
す。祈りこそ交わりを具体的に持ち続け
るための⽅法です。わたしたちの交わり
もまた、祈りによって続けられます。場
所や境遇、教会は違っていても。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 5月） 
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第４５５日 
 
テサロニケの信徒への手紙一１：１～１０ 

 
いくつかあるパウロの⼿紙の中で、こ

の⼿紙が⼀番古い⼿紙であるというのが
通説です。「信仰」「愛」「希望」「忍耐」
という⾔葉が散在しています（３節）。
いずれもキリスト教信仰の中での重要な
⾔葉です。⾔いかえれば、わたしたちの
信仰⽣活において⼤切な⾔葉です。それ
は「この御⼦こそ、神が死者の中から復
活させた⽅で、来るべき怒りからわたし
たちを救ってくださるイエスです」（１
０節）の⾔葉に基づいています。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 5月） 

 
 
第４５６日 
 
テサロニケの信徒への手紙一２：１～１２ 

 
「⼈に喜ばれるためではなく、わたし

たちの⼼を吟味される神に喜んでいただ
くためです」（４節）。御⾔葉に促されて
良い⾏いをするのは決してむずかしいこ
とではありません。むずかしいと感じる
のは、⼈に喜ばれようとするからです。
しばらく教会に来ていない⼈を訪問して
冷たくされると、良い⾏いはむずかしい
と感じます。良かれと思ってしたことで
も、受け⼊れられないことがあります。
でも主は喜んでいてくださいます。 
（執筆・初出：高橋竹夫・2004年 12月） 

第４５７日 
 

テサロニケの信徒への手紙一 
２：１３～２０ 

「わたしたちは絶えず神に感謝してい
ます。なぜなら、わたしたちから神の⾔
葉を聞いたとき、あなたがたは、それを
⼈の⾔葉としてではなく、神の⾔葉とし
て受け⼊れたからです」(１３節)。よい
⼟地に種が蒔かれる、イエスの譬えがあ
ります。伝える⼈の愛情も必要ですが、
聞く側の愛情も⼤事です。弱い⼈間の⼝
を通して語られる神の⾔葉を聞く側が荒
れ野で宝⽯を⾒出すように聞くならば、
神の⾔葉はその⼈に働くことでしょう。 

（執筆・初出：金明瑾・2014年 12月） 

 
 
第４５８日  
 
テサロニケの信徒への手紙一３：１～１３ 
 

「顔を合わせて、あなたがたの信仰に
必要なものを補いたいと、夜も昼も切に
祈っています」（１０節）。キリスト者⼀
⼈⼀⼈に信仰を与えてくださるのは神で
すが、その信仰の成⻑のために、信仰を
与えられている者同⼠がお互いの必要や
悩みを分かち合うことはとても⼤切なこ
とです。そして、お互いが分かち合った
ことに対して、他の⼈の願いを神に祈り
求めることができるという恵みを、キリ
スト者は与えられているのです。 

（執筆・初出：穂波安孝・2009年 7月） 
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第４５９日 
 
テサロニケの信徒への手紙一４：１～１８ 

 
「わたしたちはいつまでも主と共にい

ることになります」（１７節）。死んだ⼈
はどうなるのか。わたしたちは死んでど
うなるのか。これらはわたしたちの素朴
な疑問です。パウロはここではっきりと
わたしたちと復活について語っていま
す。イエスの⼗字架と復活の意味を深く
捉える必要があります。罪は滅びをもた
らします。イエスは⼗字架に死んで復活
されました。それはご⾃分のためだけで
なく、全ての⼈のためなのです。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 5月） 

 
 
第４６０日 
 
テサロニケの信徒への手紙一５：１～１１ 

 
「⼈々が『無事だ。安全だ』と⾔って

いるそのやさきに、突然、破滅が襲うの
です。ちょうど妊婦に産みの苦しみがや
って来るのと同じで、決してそれから逃
れられません」（３節）。 

誰も計ることのできない主イエスの再
臨と裁きのとき。しかし、妊婦のたとえ
のように確実にそのときが来ます。神社
仏閣など偶像を巡り、「無事だ。安全
だ」と聞かされる者には破滅が突然襲う
ときとなることでしょう。 

（執筆・初出：金明瑾・2014年 12月） 

第４６１日 
 

テサロニケの信徒への手紙一 
５：１２～２８ 

「どうか、平和の神御⾃⾝が、あなた
がたを全く聖なる者としてくださいます
ように」（２３節）。 

主の⽇の備えは⽔やパンではありませ
ん。聖なる者となることです。主の⽇が
近いと信じているパウロは教会や信仰⽣
活の戒めを⼿紙で書き送りました。やは
り⾏いで救われるのでしょうか。そうで
はありません。神ご⾃⾝が、わたしたち
を全く聖なる者としてくださると信じる
信仰で救われます。 

（執筆・初出：坂井一富・2014年 8月） 

 
 
第４６２日  
 
テサロニケの信徒への手紙二１：１～１２ 
 

「信仰が⼤いに成⻑し、・・・あなた
がたすべての間で豊かになっている」
（３節）。テサロニケ教会の信仰をパウ
ロは賞賛しています。わたしたちの教会
はどうでしょうか。彼らは決して順境の
中で信仰⽣活をしているのではありませ
ん。「迫害と苦難の中で、忍耐と信仰を
⽰している」（４節）のです。信仰の成
⻑と愛の豊かさは今⽇の私たちにも期待
されているのではないでしょうか。⾃⼰
中⼼の信仰を反省させられます。 

（執筆・初出：大井尚・2012年 5月） 
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第４６３日 
 
テサロニケの信徒への手紙二２：１～１７ 

 
「彼らが滅びるのは、⾃分たちの救い

となる真理を愛そうとしなかったからで
す」（１０節）。 

テサロニケの教会を揺るがせている異
端の教えを語る者も、あなたにつぶやき
をもたらし群れから切り離そうとする⼒
も、救いの真理から⽬をそらさせる点で
同様です。惑わされそうなとき、あなた
が何を⽀えとして⽣きているのか点検す
る必要があります。御⾔葉と霊の⼒で⽣
かされていますか。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 8月） 

 
 
第４６４日 
 
テサロニケの信徒への手紙二３：１～１８ 

 
「⾃分で得たパンを⾷べるように、落

ち着いて仕事をしなさい」（１２節）。 
当時テサロニケ教会には、終末が近い

と⾔って仕事をせず、怠惰な⽣活を送っ
ていた者がいました。これは誤った終末
理解です。終末とは単なる世の終わりで
はなく、全能者である神の前に⽴つとき
であり、どのように⽣きてきたかが問わ
れるときです。いつ終末が来てもよいよ
うに、落ち着いて⽇々の⽣活に励み、天
に宝を積む者となりましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2010年 1月） 

第４６５日 
 

テモテへの手紙一１：１～１１ 
 
「信仰によるまことの⼦テモテへ」

（２節）。テモテはパウロの協⼒者の⼀
⼈です。祖⺟ロイスと⺟エウニケから信
仰を受け継ぎ、パウロが按⼿した愛弟⼦
です（テモテへの⼿紙⼆１章５〜６
節）。後にエフェソ教会の指導者に任職
されたと伝えられています。わたしたち
は、師と弟⼦と⾔うよりは、主イエス・
キリストによる神の家族です。「保護
者」の適切な助⾔はクリスチャンとして
の成⻑に⽋かせません。 
（執筆・初出：坂井一富・2014年 11月） 

 
 
第４６６日  
 
テモテへの手紙一１：１２～２０ 

 

「わたしは、その罪⼈の中で最たる者
です」（１５節）。迫害者転じて伝道者。
パウロは⼈の⼒ではなく神の⼒によって
変えられました。神のなさる⼤逆転劇で
す。実際、わたしたちも善⼈だから選ば
れたのではなく、罪⼈にもかかわらず救
われた者です。パウロは⾃分の弱さを⼤
胆に語り、その姿が⼈々の⼿本となると
⾔っています。弱さを語るのはプライド
が許さないですか。いえいえ、その証し
が誰かの救いにつながるのですよ。 
（執筆・初出：和泉美和子・2011年 4月） 
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第４６７日 
 
テモテへの手紙一２：１～３：１a 

 
「まず第⼀に勧めます。願いと祈りと

執り成しと感謝とをすべての⼈々のため
にささげなさい」（２章１節）。牧会者と
してなすべきことは、まず祈りであると
勧められています。確かにすべての⼈に
信仰があるわけではありません（テサロ
ニケの信徒への⼿紙⼆３章２節）。しか
しそれでも神が、すべての⼈々が救われ
ることを望んでおられることは真実なの
です（４節）。⼈を裁く前に、その⼈の
ための祈りが求められています。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 8月） 

 
 
第４６８日 
 
テモテへの手紙一３：１b～１６ 

 
「⾃分の家庭を治めることを知らない

者に、どうして神の教会の世話ができる
でしょうか」（５節）。この箇所は初期の
教会指導者、監督、奉仕者へ書かれてい
ますが、今⽇の教会に仕えるわたしたち
への勧めでもあります。わたしたちは、
救われた感謝と愛をもって教会に仕え、
世の⼈に仕えて⽣きる者です。教会に仕
えることと、⽇々の⽣活で⼈々に仕える
ことは１つです。これは神から今、わた
したちに与えられている尊い使命です。 

（執筆・初出：花房光江・2011年 4月） 

第４６９日 
 

テモテへの手紙一４：１～１６ 
 
「信⼼のために⾃分を鍛えなさい」

（７節）。 
今の社会はあらゆる⾯で厳しいから、

⼈々は疲れきっていると⾔われます。叱
咤激励はやめましょうともよく聞きます。
しかし⾃分を⽢やかす⾃堕落な⽣活が、
よりいっそう疲労を強めることも事実で
す。この段落にある様々な勧めを、「努め
ること」「努め続けること（離れない）」
（１５節）が霊的疲労を取り去り、健康
回復のための⾃⼰鍛練です。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 8月） 

 
 
第４７０日  
 

テモテへの手紙一５：１～１６ 
 

「⾝寄りのないやもめを⼤事にしてあ
げなさい」（３節）。 

当時、教会は、夫を亡くして⽣活が困
難な姉妹を助けました。パウロは先ず家
族からの扶養がなく独居のやもめを⽀援
することを勧めています。今も、教会に
は、地域で奉仕している兄弟姉妹がおら
れます。それは、キリストを証しする⼤
切な働きです。伝道と⽀援が教会の働き
です。 

 
（執筆・初出：坂井一富・2014年 11月） 
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第４７１日 
 
テモテへの手紙一５：１７～２５ 

 
「特に御⾔葉と教えのために労苦して

いる⻑⽼たちは⼆倍の報酬を受けるにふ
さわしい、と考えるべきです」（１７
節）。⻑⽼とは牧師と考えて良いでしょ
う。ここからわたしは、御⾔葉と教えの
ために労苦する職に任じられている者の
重い責任と、同時にすばらしい光栄を思
います。教会には、牧師が「祈りと御⾔
葉の奉仕に専念することができるよう
に」と、⽣活を始めすべてに暖かい配慮
をする愛の奉仕が求められています。 

（執筆・初出：花房光江・2011年 4月） 

 
 
第４７２日 
 

テモテへの手紙一６：１～１０ 
 

「もっとも、信⼼は、満ち⾜りること
を知る者には、⼤きな利得の道です」
（６節）。企業で働いているときには、
⾼収⼊を得るために努⼒をしました。ヘ
ッドハンティングで転職もしました。と
ころが、バブル崩壊後は昇給どころか賃
⾦カットが当たり前になりました。満ち
⾜りることを本当に知ったのは、献⾝し
てからです。⾦銭には代えることができ
ない祝福をいただいています。 

 
（執筆・初出：坂井一富・2014年 11月） 

第４７３日 
 
テモテへの手紙一６：１１～２１ 

 
「しかし、神の⼈よ、あなたはこれら

のことを避けなさい」（１１節）。アニメ
映画の主題歌「Let Ｉt Go」が⼤ヒット
して⼤⼈から⼦どもまで歌いました。こ
れはプロローグで、⼈間が愛で成⻑する
ことが本来のテーマです。「ありのま
ま」で良いのは罪を告⽩するときです。
それで終わっては恵みを無にします。悪
から離れ、主イエスが⽰してくださった
正義、信⼼、信仰、愛、忍耐、柔和を追
い求めていくのです。 
（執筆・初出：坂井一富・2014年 11月） 

 
 
第４７４日  
 

テモテへの手紙二１：１～１８ 
 

「祈りの中で絶えずあなたを思い起こ
し、・・・あなたに会って、喜びで満た
されたいと願っています」（３〜４節）。
神との交わりを主に回復していただいた
キリスト者は、主にあって共に祈る友と
の深い交わりの中で成⻑し、⽣かされま
す。様々なきびしい現実の中で、獄中の
パウロを⽀えていたのは神の御⼿であ
り、またこのような暖かな兄弟姉妹の愛
の交わりだったのです。教会の愛と祈り
の交わりはわたしたちの宝ものです。 

（執筆・初出：花房光江・2011年 4月） 
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第４７５日 
 

テモテへの手紙二２：１～１３ 
 
「キリスト・イエスの⽴派な兵⼠とし

て、わたしと共に苦しみを忍びなさい」
（３節）。今の世の中、皆が「勝ち組」
になりたがり、「楽に⽣きる」ことを願
っています。でも死ぬときに「ああ、楽
な⼈⽣だった」と⾔うのと「ああ、意味
ある⼈⽣だった」と⾔うのと、どちらが
良いでしょう。神に従って⽣きようとす
るとき、苦しみも伴います。しかし、そ
れは永遠に変わることのない価値に向か
って⽣きる最⾼の⽣き⽅なのです。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 8月） 

 
 
第４７６日 
 
テモテへの手紙二２：１４～２６ 

 
「主の名を呼ぶ者は皆、不義から⾝を

引くべきである」（１９節）。罪⼈を罪⼈
のまま救う⼗字架の福⾳は、それを受け
⼊れた者を罪⼈のままにしておきませ
ん。主イエスの聖い愛に触れ、とらえら
れると、わたしたちは不義の中に⾝をお
くことが居⼼地悪くなり、そこから離れ
たいと願うようになります。主のご⼈格
と不義の⾏いは⽭盾するからです。わた
したちも不義を離れ「貴いことに⽤いら
れる器」（２１節）となりたいですね。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 8月） 

第４７７日 
 

テモテへの手紙二３：１～１７ 
 
「そのとき、⼈々は⾃分⾃⾝を愛し、

⾦銭を愛し、ほらを吹き、⾼慢になり、
神をあざけり、両親に従わず、恩を知ら
ず、神を畏れなくなります」（２節）。⼈
⽣においては、神を畏れ、⼈を愛し、⾦
銭の使い⽅が⼤切です。そしてこの三つ
に対して正しく反応することが信仰で
す。しかし、神を無視、⼈を使う、⾦銭
を愛する、真逆の今の有様は終わりのと
きのしるし。どうでしょうか。 
 

（執筆・初出：金明瑾・2014年 12月） 

 
 
第４７８日  
 

テモテへの手紙二４：１～８ 
 

「だれも健全な教えを聞こうとしない
時が来ます。そのとき、⼈々は⾃分に都
合の良いことを聞こうと、好き勝⼿に教
師たちを寄せ集め」（３節）。⾃分に都合
の良いことだけを聞こうとしてはいない
でしょうか。聖書から、⽿あたりの良い
慰めや励ましの⾔葉だけを、聞こうとし
てはいないでしょうか。聖書は、そして
聖書から語られる説教は、わたしたちを
義に導くために、教え、戒め、誤りを正
します。 
（執筆・初出：石坂和久・2014年 12月） 
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第４７９日 
 

テモテへの手紙二４：９～２２ 
 
「しかし、わたしを通して福⾳があま

ねく宣べ伝えられ、すべての⺠族がそれ
を聞くようになるために、主はわたしの
そばにいて、⼒づけてくださいました」
（１７節）。神は必ず計画を実現される
お⽅です。福⾳を宣べ伝えようとすると
き、わたしたちも、ときには困難と闘わ
なければなりませんが、そのようなとき
も、主イエスが共にいて⼒づけてくださ
るのです。パウロはそれを経験し、後に
続く者に伝えています。 

（執筆・初出：大井満・2005年 1月） 

 
 
第４８０日 
 

テトスへの手紙１：１～１６ 
 

「あなたをクレタに残してきたのは、
わたしが指⽰しておいたように、残って
いる仕事を整理し、町ごとに⻑⽼たちを
⽴ててもらうためです」（５節）。テトス
への⼿紙は、パウロがクレタ島に伝道し
た後を引き継いだテトスに宛てたもので
す。若く経験に乏しい牧会者であった彼
に、どのような⼈々を⻑⽼や監督として
⽴てるべきか、など具体的な助⾔をして
います。また「健全な教え」（９節）に
しっかり⽴つように励ましています。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 8月） 

第４８１日 
 

テトスへの手紙２：１～１５ 
 
主イエス・キリストへの信仰を持つ者

は、「この世で、思慮深く、正しく、信
⼼深く⽣活」し、「わたしたちの救い主
であるイエス・キリストの栄光の現れを
待ち望」んで⽣きるように求められてい
ます（１２〜１３節）。まずこの世の歩
みもしっかりしなさい。ただそれだけで
はなく、イエス・キリストの再臨を待つ
希望を持って歩みなさいということで
す。この両者のバランスが取れた状態
が、わたしたちの⽬標です。 

（執筆・初出：大井満・2005年 1月） 

 
 
第４８２日  
 

テトスへの手紙３：１～１５ 
 

聖霊と洗礼との関わりが、次の短い⾔
葉によく表されています。「この救い
は、聖霊によって新しく⽣まれさせ、新
たに造りかえる洗いを通して実現したの
です」（５節）。わたしたちの救いには、
両者が必要であることが、はっきりと書
かれています。聖霊の導きのうちに信仰
を告⽩し、洗礼を受け、聖霊がそこに働
いてわたしたちを造りかえ、さらに、
⽇々わたしたちのうちで働き、清めてく
ださっています。 

（執筆・初出：大井満・2005年 1月） 
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第４８３日 
 

フィレモンへの手紙１～７ 
 
「わたしは、祈りの度に、あなたのこ

とを思い起こして、いつもわたしの神に
感謝しています」（４節）。パウロは祈り
の度に、いったい何⼈の⼈を覚えて祈っ
ていたことでしょうか。いったいどれく
らいの時間を、祈りのために⽤いたこと
でしょうか。そしてその時間を、楽しみ
とし⼤切にしていたことがわかります。
なぜなら、「わたしの神」との交わりの
時間だったからです。あなたは、神を
「わたしの神」と呼べますか。 

（執筆・初出：大井満・2005年 1月） 

 
 
第４８４日 
 

フィレモンへの手紙８～２５ 
 

「あなたのせっかくの善い⾏いが、強
いられたかたちでなく、⾃発的になされ
るようにと思うからです」（１４節）。パ
ウロはフィレモンに対して、オネシモを
受け⼊れるよう命令できる⽴場でしたが
（８節）、フィレモンが⾃発的に彼を受
け⼊れるよう、あえて懇願しています。
主イエスが⾃発的に⼗字架の苦しみを担
われたように、わたしたちキリスト者
も、強いられてではなく進んで苦しみを
担い、善い⾏いに励みたいと思います。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 8月） 

第４８５日 
 
ヘブライ人への手紙１：１～１４ 

 
「神は・・・御⼦によって世界を創造

されました」（２節）。わたしたちはしば
しば誤解しているのではないでしょう
か。御⼦は、クリスマスに初めて命をお
受けになったと。そうではないのです。
御⼦は御⽗と共に創造に先⽴って存在し
ておられた神です。その神が⼈となり、
わたしたちに直接福⾳を語りかけ、⼗字
架にかかって死に、三⽇⽬によみがえら
れたのです。これはあくまでも神の御業
です。神が⼈となられたのです。 

（執筆・初出：大井満・2009年 2月） 

 
 
第４８６日  
 
ヘブライ人への手紙２：１～１８ 

 

この箇所が今⽇与えられているのな
ら、わたしたちが本⽇なすべきことはは
っきりしています。福⾳にいっそう注意
を払って歩むこと、受けた⼤きな救いに
対して無頓着で過ごさない、ということ
です。無造作に今⽇の⼀⽇を始めたら、
あなたはこの世の⼒に「押し流されてし
まうのです」（１節）。わたしたちを「兄
弟」、また「神がわたしに与えてくださ
った⼦ら」と呼んでくださる主を忘れる
ひとときすらないように。 

（執筆・初出：笹山緑・2004年 9月） 
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第４８７日 
 
ヘブライ人への手紙 3：１～１１ 

 
「もし確信と希望に満ちた誇りとを持

ち続けるならば、わたしたちこそ神の家
なのです」（６節）。単に教会が（わたし
たちが）⾃動的に神の家であると⾔って
いるのではありません。⽂の前半に書か
れた条件は「いかなる試練の中でも」と
いう意味でしょう。試練が前提されてい
るのです。そのことを受けとめたとき、
それでも持ち続けることのできる確信、
希望、誇りがわたしたちにはあるはずで
す。 

（執筆・初出：笹山緑・2011年 5月） 

 
 
第４８８日 
 
ヘブライ人への手紙 3：１２～１９ 

 
「あなたがたのうちだれ⼀⼈、罪に惑

わされてかたくなにならないように、
『今⽇』という⽇のうちに、⽇々励まし
合いなさい」（１３節）。教会は互いに励
まし合う群れです。最後まで、イエス・
キリストから離れないようにと、互いに
励まし合う仲間です。罪に惑わされる⼈
がいます。イエス・キリストから離れて
しまいそうになる⼈がいます。裁く者で
はなく、わたしたちは励ます者となって
いるでしょうか。 

（執筆・初出：石坂和久・2011年 5月） 

第４８９日 
 
ヘブライ人への手紙 4：１～１６ 

 
「神の⾔葉は⽣きており、（中略）ど

んな両刃の剣よりも鋭く」（１２節）。御
⾔葉の持つ重要な性質の⼀つです。ただ
し、御⾔葉を語る者は、あるいは御⾔葉
を証する者は、細⼼の注意が必要です。
神の⾔葉の鋭さで傷つけることがあるか
らです。これに対する最も有益な対策
は、まずその御⾔葉で⾃分を切ってみる
ことです。その鋭い切れ味で痛みを味わ
った者だけが、それを愛として、恵みと
して語ることができます。 
（執筆・初出：高橋竹夫・2001年 10月） 

 
 
第４９０日  
 
ヘブライ人への手紙 5：１～１４ 

 

「激しい叫び声をあげ、涙を流しなが
ら、御⾃分を死から救う⼒のある⽅に、
祈りと願いとをささげ」（７節）。イエス
のゲツセマネで祈られる姿を思います。
⾎のしたたりのような汗を流され、苦し
みもだえられた⽅。主の愛の覚悟が、わ
たしたちの魂を打ちます。わたしたちの
ために、苦しみ、涙を流し、死んでいか
れたのです。主は憐れみに胸を焼かれる
⽅です。そのような苦しみを通して、永
遠の救いの源となってくださいました。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2009年 2月） 
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第４９１日 
 
ヘブライ人への手紙 6：１～１２ 

 
「キリストの教えの初歩を離れて、成

熟を⽬指して進みましょう」（１~２
節）。「初歩」とは、例えば⾃分の罪を⾃
覚することです。しかしここに留まる⼈
は、⼟台を据えて⼤いに満⾜し、家を建
てることを忘れた⼤⼯さんのようです。
⾃分の⼈⽣を神の家として建てることが
わたしたちの⽬標です。「成熟」とは、
例えば⼈の罪についても赦しの⼼を持
ち、弱さを理解することです。初歩は、
成熟を⽬指すときに初めて活きます。 
（執筆・初出：高橋竹夫・2001年 10月） 

 
 
第４９２日 
 
ヘブライ人への手紙 6：１３～２０ 

 
わたしたちの魂の頼りである「希望」

とは、「わたしは必ずあなたを祝福し、
あなたの⼦孫を⼤いに増やす」という神
の約束（それは⾔い換えれば永遠の命へ
の招きでしょう）と、その御計画が不変
のものであるという誓いです。アブラハ
ムはまだイサクを⾒ないうちに希望を信
じ、得た後に再び献げよ、との命令にも
神への信頼ゆえに従い通しました。わた
したちにはなおいっそう鮮やかな保証、
イエス・キリストが与えられています。 

（執筆・初出：笹山緑・2004年 9月） 

第４９３日 
 
ヘブライ人への手紙 7：１～１０ 

 
メルキゼデクとは創世記に登場する王

であり祭司でもある⼈物です。ここで著
者はレビ系祭司と彼がどう違うかを語る
ことによって、この祭司がどれほど優れ
た存在であるかを⽰しています。彼はア
ブラハムをさえ祝福し、アブラハムは彼
に⼗分の⼀を献げました。また命の終わ
りもなく、永遠に⽣きている者と証しさ
れる祭司です。著者が彼の姿にイエス・
キリストの型を当てはめていることがわ
かります。 

（執筆・初出：笹山緑・2004年 9月） 

 
 
第４９４日  
 
ヘブライ人への手紙７：１１～２８ 
 

「この祭司は、⾁の掟の律法によら
ず、朽ちることのない命の⼒によって⽴
てられたのです」（１６節）。メルキゼデ
クは律法の規定によらない、別の祭司と
して⽴てられました。イエスはそのメル
キゼデクと同じように、律法ではなく、
命の⼒によって⽴てられた⼤祭司です。
律法の成し得なかったことが、キリスト
の福⾳によってもたらされることになっ
たのです。わたしたちは、福⾳の希望に
よって神に近づく者となりました。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2009年 2月） 
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第４９５日 
 
ヘブライ人への手紙８：１～１３ 

 
ご⾃⾝を完全唯⼀のいけにえとして献

げられた⼤祭司イエス・キリストは今、
天で神と⼈との間にお⽴ちになり、新し
い契約に⽣きておられます。新しい契約
の内容は１０節です。「わたしは彼らの
神となり、彼らはわたしの⺠となる」。
どこが新しいのでしょう。そう、神の慈
愛は不変です。しかしそれを⼼に書いて
いただき、わたしたち⾃⾝が新しいもの
にされるところが決定的に違います。主
の贖いによって罪が赦されたときに。 

（執筆・初出：笹山緑・2004年 9月） 

 
 
第４９６日 
 
ヘブライ人への手紙９：１～１４ 

 
「供え物といけにえが献げられても、

礼拝をする者の良⼼を完全にすることは
できない」（９節）。⼈間がする献げ物で
は、神との関係を回復することができま
せん。献げる⼈間の⼿も⼼も神に対して
罪を犯しており、汚れているからです。
⼈間が神と和解するためには、⼼も体も
汚れのない誰かが、神の前に献げ物をし
なければなりません。それを実現された
主イエスは、わたしたちの救いのために
何を献げてくださったのでしょうか。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2004年 9月） 

第４９７日 
 
ヘブライ人への手紙９：１５～２８ 
 
新しい契約のためのいけにえは、まっ

たくご⾃⾝に罪の傷のないキリストご⾃
⾝でした。罪あるわたしたちが神のみも
とに近づくための完全ないけにえである
がゆえに、ただ⼀度だけ贖いの死を通ら
れたのです。そして天にあるものの写し
としての聖所ではなく、天そのものに昇
られました。再び来られるときは、もは
や罪の贖いのためではありません。贖罪
の業はすでに完璧に成されたのです。あ
なたはその恵みを確信していますか。 

（執筆・初出：笹山緑・2004年 9月） 

 
 
第４９８日  
 
ヘブライ人への手紙１０：１～１８ 
 

わたしたちは「聖なる者」とされたの
であり、「永遠に完全な者」とされてい
るのです。これがわたしたちの基盤で
す。ここからわたしたちは毎朝、世の終
わりを⽬指して歩み始めます。このこと
に確信がありますか。「キリストの業は
完全なのでしょうけれど、わたしは汚れ
た罪⼈ですから」というわたしたちは、
恵みを信じず拒絶して、泥の中に座り込
んだまま、実は泥のぬくもりが⼼地よい
のかもしれません。悔い改めましょう。 

（執筆・初出：笹山緑・2004年 9月） 
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第４９９日 
 
ヘブライ人への手紙１０：１９～３９ 
 
「⼼は清められて、良⼼のとがめはな

くなり、体は清い⽔で洗われています。
信頼しきって、真⼼から神に近づこうで
はありませんか」（２２節）。主イエスの
⼗字架の出来事とは、エルサレム神殿の
聖所の中でしか成し得なかった罪のきよ
めが、隔ての垂れ幕が取り除かれ、我々
の⽣活の中にまで神が出てきて成し遂げ
てくださったということです。神が来て
くださったのですから、次はわたしたち
が「近づこうではありませんか」。 

（執筆・初出：大井満・2005年 10月） 

 
 
第５００日 
 
ヘブライ人への手紙１１：１～１２ 

 
「信仰がなければ、神に喜ばれること

はできません」（６節）。 
ヘブライ１１章は、「信仰の章」と呼

ばれ、親しまれています。⼤勢の信仰の
先達たちの信仰が例として取り上げられ
て、そこから学ぶことが勧められていま
す。つまりわたしたちが神と親しい関係
になるために、信仰が不可⽋だからで
す。「神に近づく者は、神が存在してお
られること・・・を、信じていなければ
ならないからです」（同）。 

（執筆・初出：大井満・2015年 2月） 

第５０１日 
 
ヘブライ人への手紙１１：１３～２２ 
 
「⾃分たちが地上ではよそ者であり、

仮住まいの者であることを公に⾔い表し
たのです」（１３節）。 

わたしたちクリスチャンの本当の国籍
は天にあります。「仮住まい」のこの世
では労苦があり、⼈々に理解されないこ
とも多く、信仰の戦いが種々あります。
しかし主イエスはすでに世に勝っておら
れますから、勇気を出して、代々の聖徒
たち、他国の兄弟姉妹と共に信仰の戦い
を戦い抜きましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2004年 9月） 

 
 
第５０２日  
 
ヘブライ人への手紙１１：２３～４０ 
 

「この⼈たちはすべて、その信仰のゆ
えに神に認められながらも、約束された
ものを⼿に⼊れませんでした」（３９
節）。キリスト以前の代々の信仰者たち
が⼿に⼊れられなかったもの、それが主
イエスの⼗字架の贖いによる罪からの救
いです。モーセやダビデが待ち望んだも
のを、今わたしたちは当たり前のように
与えられているのです。主の⼗字架の死
のゆえに罪赦されたことを感謝し、復活
の主と共に歩んでいきましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 3月） 
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第５０３日 
 
ヘブライ人への手紙１２：１～１３ 
 
「あなたがたはまだ、罪と戦って⾎を

流すまで抵抗したことがありません｣
（４節）。なんと厳しい⾔葉でしょう
か。わたしたちは、⼗分罪と戦い、⽇々
その重さに打ちひしがれているではあり
ませんか。それでも⾜りないというので
しょうか。厳しすぎるかもしれません
が、「そうです（アーメン）」と答えるし
かありません。わたしたちには適当にご
まかしている罪が残っていないでしょう
か。祈りの内に⾒つめてみましょう。 

（執筆・初出：大井満・2015年 12月） 

 
 
第５０４日 
 
ヘブライ人への手紙１２：１４～２９ 

 
「このように、わたしたちは揺り動か

されることのない御国を受けているので
すから、感謝しよう」（２８節）。明⽇、
この造られた世界が滅び、⽬に⾒えるも
のすべてが失われるなら、わたしたちは
今⽇をどう⽣きるでしょうか。そのこと
を想像してみると、何が本当に⼤切なの
かが⾒えてきます。御⾔葉どおり終末が
やってくるのは確実なのですから。滅び
ない御国を受けていることを感謝し、悔
いのない⼀⽇を⽣きましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 3月） 

第５０５日 
 
ヘブライ人への手紙１３：１～１９ 
 
クリスチャンの⽣き⽅＝倫理が、リス

トアップされています。「⾃分も⼀緒に
捕らわれているつもりで」（３節）とい
う⾔葉は、困難な中にある兄弟姉妹を思
うときに、忘れてはならない⾔葉です。
困難や弱さの中にある友を思い、できる
限り同じ⽴場に⽴って、その苦しみと必
要に思いを寄せましょう。今⽇という⽇
にも、わたしたちがこの思いを寄せるべ
き⼈が、⾝の回りにいるのではないでし
ょうか。 

（執筆・初出：大井満・2005年 10月） 

 
 
第５０６日  
 
ヘブライ人への手紙１３：２０～２５ 
 

「永遠の契約の⾎による⽺の⼤牧者、
わたしたちの主イエス」（２０節）。 

わたしたちの罪を負って⼗字架で死ん
でくださった神の⼩⽺イエスは、復活さ
れた今は⼤牧者として、わたしたち⽺を
導いてくださる⽅です。⾃分のために命
を捨ててくださった⽺飼いに守られ養わ
れる⽺は何と幸せでしょうか。いま⼼に
かかる課題があるならば、わたしたちの
⼤牧者である主イエスに⼼を開いて祈
り、導いていただきましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 3月） 
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第５０７日 
 

ヤコブの手紙１：１～１８ 
 
「わたしの兄弟たち、いろいろな試練

に出会うときは、この上ない喜びと思い
なさい」（２節）。クリスチャンになって
も試練はなくなりません。ですがクリス
チャンになると、試練の意味を知るよう
になります。神は、その愛ゆえに、わた
したちが完全で申し分なく、何⼀つ⽋け
たところのない⼈になるようにと試練を
お与えになるのです（４節）。だからこ
そわたしたちは試練を喜び、耐えること
ができます。 
（執筆・初出：石坂和久・2014年 12月） 

 
 
第５０８日 
 

ヤコブの手紙１：１９～２７ 
 

「御⾔葉を⾏う⼈になりなさい。⾃分
を欺いて、聞くだけで終わる者になって
はいけません」（２２節）。健康診断を受
け、異常が⾒つかれば、当然わたしたち
は治療を受けます。では御⾔葉によって
信仰の異常が⽰されたときは、どうして
いるでしょうか。今週の説教で、あなた
は何を⽰されましたか。そして、その⽰
されたことに基づいてどんな⾏動を起こ
しましたか。聞くだけで終わる者になっ
てはいけません。 
（執筆・初出：石坂和久・2014年 12月） 

第５０９日 
 

ヤコブの手紙２：１～１３ 
 
「わたしの兄弟たち、栄光に満ちた、

わたしたちの主イエス・キリストを信じ
ながら、⼈を分け隔てしてはなりませ
ん」（１節）。主イエス・キリストを信じ
る。それはイエスがこの地上で歩まれた
その⽣き⽅に、倣うことでもあります。
イエスがどのような⾔動をされたのか。
わたしたちは聖書を通してそのことを知
り、イエスを模範として⽣きていく恵み
が与えられています。 
 

（執筆・初出：穂波安孝・2009年 12月） 

 
 
第５１０日  
 

ヤコブの手紙２：１４～２６ 
 

「信仰もこれと同じです。⾏いが伴わ
ないなら、信仰はそれだけでは死んだも
のです」（１７節）。聖霊なる神の働きに
よって、⼈間はイエスを救い主であると
告⽩できるわけですが、この信仰を継続
していくことも、やはり聖霊なる神の働
きによります。換⾔すればそれは、聖霊
なる神の導きに聞き従うことなのです。
この導きを無視することは、神から与え
られた信仰を死んだものにしていること
と同じなのではないでしょうか。 
（執筆・初出：穂波安孝・2009年 12月） 
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第５１１日 
 

ヤコブの手紙３：１～１８ 
 
「同じ⼝から賛美と呪いが出て来るの

です」（１０節）。認めたくありません
が、⼈間の現実の姿が描き出されていま
す。イエスの救いにあずかっているキリ
スト者も、この地上で⽣きる間は罪の性
質の習慣が残っており、残念ながら神の
御⼼に背いてしまうのです。呪いの⾔葉
を⼝にすることは瞬間的なことかもしれ
ません。しかしキリスト者の⼈⽣も、そ
の瞬間の積み重ねにより形成されている
ことを忘れてはならないのです。 
（執筆・初出：穂波安孝・2009年 12月） 

 
 
第５１２日 
 

ヤコブの手紙４：１～１０ 
 

「だから、神に服従し、悪魔に反抗し
なさい。そうすれば、悪魔はあなたがた
から逃げて⾏きます」（７節）。わたした
ちは、いつの間にか「世の友となる」
（４節）ことに⼼奪われ、神の御⼼を悲
しませています。わたしたちは確かに世
に⽣きていますが、わたしたちのうちに
は神の霊が住んでくださっていることを
覚えます（５節）。神が深く愛しておら
れる聖霊を信頼し、神を神としましょ
う。 

（執筆・初出：大井満・2003年 11月） 

第５１３日 
 

ヤコブの手紙４：１１～１７ 
 
「ところが、実際は、誇り⾼ぶってい

ます。そのような誇りはすべて、悪いこ
とです」（１６節）。誇り⾼ぶることは、
⼈間が⾃分中⼼に⽣きているときに現れ
る状態ではないでしょうか。⾃分中⼼に
⽣きていくとき、その⼈の⼼のバランス
は崩れ、周囲との関係も崩壊へと向かっ
てしまいます。誇り⾼ぶることを防ぐに
は、神の御業に⼼を向けること。つま
り、与えられている恵みに感謝して、
⽇々を⽣きていくことだと思います。 
（執筆・初出：穂波安孝・2009年 12月） 

 
 
第５１４日  
 

ヤコブの手紙５：１～６ 
 

「富んでいる⼈たち、よく聞きなさ
い」（１節）。たびたびヤコブ書で⾔及さ
れている富の問題については⾔葉通り受
け取るべきです。主の恵みを味わい知っ
た者にとって、⾦銭欲丸出しの⽣活に惹
かれることはないかもしれませんが、世
の栄華に⼼惹かれることは⽬の欲、知の
欲等の洗練をさえ装って、落とし⽳へと
誘います。⽇々悔い改めをもって富（マ
モン）ではなく主を求めましょう。 

 
（執筆・初出：笹山緑・2008年 4月） 
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第５１５日 
 

ヤコブの手紙５：７～２０ 
 
「兄弟たち、裁きを受けないようにす

るためには、互いに不平を⾔わぬことで
す」（９節）。イエスが再臨されるとき、
どんな⼈間でもその裁きを受けねばなり
ません（コリントの信徒への⼿紙⼆５章
１０節）。この真理を知っていても、神
に対して、他⼈に対して、世の中に対し
て不平を⾔ってしまう⾃分がいます。こ
れらの不平はすべて神に打ち明けましょ
う。神に祈り、ゆだねるとき、いつの間
にか不平が平安に変えられます。 
（執筆・初出：穂波安孝・2009年 12月） 

 
 
第５１６日 
 

ペトロの手紙一１：１～１２ 
 

「あなたがたは、キリストを⾒たこと
がないのに愛し、今⾒なくても信じてお
り、⾔葉では⾔い尽くせないすばらしい
喜びに満ちあふれています」（８節）。 

よくよく考えると、不思議なことで
す。わたしたちは⾒たことがない⽅を信
じ、愛し、そして喜びに満たされていま
す。どうしてこのようなことが起こるの
でしょうか。聖霊なる神の働きです。聖
霊なる神は、あなたの内に共に住み、そ
して今⽇も働いておられます。 
（執筆・初出：石坂和久・2014年 12月） 

第５１７日 
 

ペトロの手紙一１：１３～２５ 
 
「聖なる⽅に倣って、あなたがた⾃⾝

も（中略）聖なる者となりなさい」（１
５節）。「聖なる者」になろうと思ってな
れるものではありません。そうではな
く、「聖なる者」（神の所有とされた者）
であることを信じることなのです。努⼒
精進の結果そうなるのでもなく、深い神
学的洞察によってそうなるのでもありま
せん。ですから、救い主を信じるだけで
なく、その⾃分が今は神の所有とされて
いることを信じることが⼤切です。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2005年 7月） 

 
 
第５１８日  
 

ペトロの手紙一２：１～１０ 
 

「しかし、あなたがたは、選ばれた
⺠、王の系統を引く祭司」（９節）。祭司
の務めは⺠を神へととりなすこと、神の
⾔葉をとりつぐことです。神はイエスを
通して、わたしたちを暗闇の中から驚く
べき光の中へと招き⼊れてくださいまし
た。わたしたちはその恵みの中を⽣かさ
れています。ペトロは、神の⼒ある業を
わたしたちが広く伝えるようにと勧めて
います。⽇々、イエスを伝えましょう。
そして祭司の務めを果たしましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2025年 7月） 
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第５１９日 
 

ペトロの手紙一２：１１～２５ 
 
「⾃由な⼈として⽣活しなさい。しか

し、その⾃由を、悪事を覆い隠す⼿だて
とせず、神の僕として⾏動しなさい」
（１６節）。イエスは、「あなたたちは真
理を知り、真理はあなたたちを⾃由にす
る」（ヨハネによる福⾳書８章３２節）
と語られました。神の御業によって罪の
⽀配から解放され、真の⾃由を与えられ
ている者こそがキリスト者です。そして
⽣活を通してその真の⾃由をどう⽤いる
のか、神から求められている存在です。 
（執筆・初出：穂波安孝・2009年 12月） 

 
 
第５２０日 
 

ペトロの手紙一３：１～７ 
 

「同じように、妻たちよ、⾃分の夫に
従いなさい」（１節）。⾃分の現実⽣活
で、この御⾔葉にいささかでも抵抗を覚
えることがあったら、出だしの「同じよ
うに」を深く思いめぐらしてみましょ
う。あなたは神の僕として、⾃由⼈とし
て、このように勧められているのです。
⾃分の意志を奪われて⼈形のようにただ
⾔いなりになりなさい、ではありません
し、責任なしに、でもありません。 

 
（執筆・初出：笹山緑・2008年 4月） 

第５２１日 
 

ペトロの手紙一３：８～２２ 
 
「祝福を受け継ぐためにあなたがたは

召されたのです」（９節）。この神の祝福
は、最初に神の⺠とされたアブラハムの
時代からわたしたちに与えられているも
のです。しかし、神の⺠の多くはその祝
福にあずかりながら、与えられた祝福を
当然のこととし、またその祝福を他の多
くの⼈々に分かち合う務めも果たしませ
んでした。「祝福を受け継ぐ」というの
は、独占し専有することではなく、分か
ち合うことです。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2005年 7月） 

 
 
第５２２日  
 

ペトロの手紙一４：１～１１ 
 

「何よりもまず、⼼を込めて愛し合い
なさい。愛は多くの罪を覆うからです」
（８節）。万物の終わりの備えはなんで
しょうか。⾮常⾷や⽔ではありません。
キリストの愛で⼀⼈でも多くの⼈々が罪
から救われることを願い、「何よりもま
ず」、「⼼を込めて」兄弟姉妹が熱⼼に愛
し合うことです。終末の備えは、福⾳を
世界中に宣べ伝え、⼈々のためにとりな
しの祈りを献げることです。キリストの
教会が終末の備えです。 

（執筆・初出：坂井一富・2011年 6月） 
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第５２３日 
 

ペトロの手紙一４：１２～１９ 
 
「真実であられる創造主に⾃分の魂を

ゆだねなさい」（１９節）。単に神にゆだ
ねよと⾔わずに「創造主に」ゆだねよと
⾔っています。神は魂を造られた⽅であ
ると同時に⾁体をも造られた⽅です。ゆ
だねるということは単に⼼の問題ではな
く、⽣活（⾁体）の問題です。神にゆだ
ねるということは、⼼をゆだねるだけで
なく、⾃分の具体的な⽣活の中にも神が
働いてくださり、⾃分を造りかえてくだ
さることを願うことです。 

（執筆・初出：高橋竹夫・2005年 7月） 

 
 
第５２４日 
 

ペトロの手紙一５：１～１４ 
 

「⾝を慎んで⽬を覚ましていなさい。
あなたがたの敵である悪魔が、ほえたけ
る獅⼦のように、だれかを⾷い尽くそう
と探し回っています」（８節）。 

この世に⽣きる限り、いつの時代にも
獅⼦はわたしたちの傍らで⼝を⼤きく開
けています。まさかこのわたしに⽛は及
ぶまい、という楽観は許されません。獅
⼦は群れから離れた獲物を逃しません。
しっかり互いに結びついて抵抗し、信仰
の群れに踏みとどまりましょう。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 12月） 

第５２５日 
 

ペトロの手紙二１：１～１５ 
 
「これらを備えていない者は、視⼒を

失っています。近くのものしか⾒えず、
以前の罪が清められたことを忘れていま
す」（９節）。クリスチャンへの⾔葉であ
ることを考えると、⽿が痛いですね。社
会経済が⻑期にわたって停滞していよう
と、⾃分の⽣活が⽇々縮⼩されていこう
と、わたしたちは、常に初⼼に⽴ち返っ
て与えられた将来の栄光を思い出し、希
望を取り戻して奮起し、具体的に福⾳の
実を結ぶ⽣き⽅が求められています。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 12月） 

 
 
第５２６日  
 

ペトロの手紙二１：１６～２１ 
 

「わたしたちは、キリストの威光を⽬
撃したのです」（１６節）。主イエスの公
⽣涯の始めから歩みを共にした、ペトロ
だからこそ⾔える⾔葉ですね。主イエス
の受洗、そして⼭上の変貌の際に、天か
ら聞こえてきた⾔葉。最初は何のことだ
か分からなかったペトロたちですが、主
の⼗字架と復活、そして聖霊降臨の出来
事を通して、その意味が明確になりまし
た。聖書はそのような⼈たちによる証⾔
の記録です。 

（執筆・初出：大井満・2009年 5月） 
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第５２７日 
 

ペトロの手紙二 2：１～１０a 
 
「神は昔の⼈々を容赦しないで、不信

⼼な者たちの世界に洪⽔を引き起こし、
義を説いていたノアたち⼋⼈を保護なさ
ったのです」（５節）。旧約の時代に偽預
⾔者がいたように、新約の時代には偽教
師が現れると告げられています。彼ら
は、時代に迎合する⼈々です。福⾳のメ
ッセージを受け⼊れやすいように改変
し、またそれによって⾃分たち⾃⾝も安
易な道を歩むのです。わたしたちも気を
付けなければなりません。 

（執筆・初出：大井満・2008年 5月） 

 
 
第５２８日 
 
ペトロの手紙二 2：１０b～２２ 

 
「わたしたちの主、救い主イエス・キ

リストを深く知って世の汚れから逃れて
も」（２０節）。 

「深く知って」とあります。１８節に
ある「やっと抜け出てきた⼈たち」だけ
ではないのです。再び「滅亡の奴隷」状
態へ堕ちて⾏く可能性は。⾃分を筆頭
に、⼈間の意志や善意の脆さを常に忘れ
ずにいましょう。それゆえ⽇々主にすが
り、兄弟姉妹の存在に感謝し、謙虚に⽣
きていきましょう。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 12月） 

第５２９日 
 

ペトロの手紙二 3：１～７ 
 
「現在の天と地とは、・・・同じ御⾔

葉によって取っておかれ、不信⼼な者た
ちが裁かれて滅ぼされる⽇まで、そのま
まにしておかれるのです」（７節）。わた
したちは、今の世界がいつまでも続く
と、⼼のどこかで思い込んでいないでし
ょうか。その考えは間違っているので
す。神が御⾔葉によってこの世界をお造
りになったように、同じ神が御⾔葉によ
ってこの世界を滅ぼされる⽇が、確かに
来るのだと肝に銘じるべきです。 

（執筆・初出：大井満・2008年 5月） 

 
 
第５３０日  
 

ペトロの手紙二 3：８～１８ 
 

ベツレヘムにイエス・キリストがお⽣
まれになったあのクリスマスの⽇から、
神の国の福⾳がこの地上に実現し始めま
した。やがてその御国が完成するのが
「主の⽇」です。主は「⼀⼈も滅びない
で皆が悔い改めるように」(９節）と願
っておられます。わたしが救われて、こ
の場所におかれているのも神のご計画で
す。「主よ、今⽇わたしが仕えるべき⼈
を送ってください」と祈りつつ、この⼀
⽇を歩ませていただきましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2001年 11月） 
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第５３１日 
 

ヨハネの手紙一 1：１～１０ 
 
わたしたちの信仰は、殻に閉じこもり

⾃⼰の完成を⽬指すものではなく、交わ
りの中にあるものです。神ご⾃⾝が⽗、
⼦、聖霊の三位⼀体の交わりの中にある
⽅ですから、わたしたちも主との縦の交
わりと、兄弟姉妹との横の交わりの中に
⽣きることが⼤切です。地上の教会の交
わりが不完全だからこそ、わたしたちは
そこで愛することを学び、悔い改めるこ
とを学びます。主よ、今⽇も神と⼈との
交わりの中に⽣かしてください。 
（執筆・初出：品川謙一・2001年 12月） 

 
 
第５３２日 
 

ヨハネの手紙一 2：１～１７ 
 

「兄弟を愛する⼈は、いつも光の中に
おり、その⼈にはつまずきがありませ
ん」（1０節）。教会の交わりの中でつま
ずき教会を離れる、信仰から離れる⼈は
少なくありません。兄弟を愛するという
ことは相性で付き合うことではなく、イ
エスを通しての交わりです。そうでなけ
れば誰ひとり⾃分の⼼にかなう他⼈はい
ないはずです。イエスを真ん中に置いた
距離、この距離が交わりを健全に、兄弟
愛のある信仰⽣活へ導くのです。 

（執筆・初出：金明瑾・2012年 5月） 

第５３３日 
 

ヨハネの手紙一 2：１８～２７ 
 
「御⼦から注がれた油」（２７節）と

は聖霊なる神のことです。イエスが約束
してくださったように（ヨハネ１４：１
６~１７、２６）、この⽅がいつも私た
ちの内にいて、万事について教えてくだ
さるのです。ですから私たちの信仰の歩
みは、どれだけ⾃分が強くなるかではな
く、どれだけ⾃分の強さから離れて、私
の内に働いてくださる聖霊の導きにお任
せできるかにかかっています。主よ、素
直にあなたに従う⼼を与えてください。 
（執筆・初出：品川謙一・2001年 12月） 

 
 
第５３４日  
 
ヨハネの手紙一 2：２８～3：１０ 
 

「御⽗がどれほどわたしたちを愛して
くださるか、考えなさい。それは、わた
したちが神の⼦と呼ばれるほどで、事実
また、そのとおりです…」（1 節）。 

この事実こそが、わたしたちの⼟台で
す。わたしたちは神に愛されています。
そしてこの愛は、決して揺らぐことがな
いのです。愛されるために⽣きる必要は
もうなくなりました。わたしたちは愛さ
れている者として、愛するために⽣かさ
れています。 

（執筆・初出：石坂和久・2015年 2月） 
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第５３５日 
 

ヨハネの手紙一 3：１１～２４ 
 
「その掟とは、神の⼦イエス・キリス

トの名を信じ、この⽅がわたしたちに命
じられたように、互いに愛し合うことで
す」（２３節）。神からのたった⼀つの命
令がここに書かれています。主イエスを
信じ、互いに愛し合うことです。これは
⼆つではなく⼀つのことなのです。主イ
エスは神の愛を⽰し、世に⽣きてどのよ
うにその愛を現わしていくのかを教えて
くださいました。単純なことです。しか
し⼀⽣をかけて励むことです。 

（執筆・初出：笹山緑・2009年 12月） 

 
 
第５３６日 
 

ヨハネの手紙一 4：１～６ 
 

「愛する者たち、どの霊も信じるので
はなく、神から出た霊かどうかを確かめ
なさい。偽預⾔者が⼤勢世に出て来てい
るからです」（１節）。先⾏きの⾒えない
世の中になればなるほど、占いや異端的
グループの勢いが強くなります。それは
⼈々が真理を求めている証拠でもあり、
聖書の真理がそこに届いていない現実で
もあります。イエス・キリストを主と告
⽩する真理の御霊に導かれて、⼒強く主
の福⾳を宣べ伝えていきましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 8月） 

第５３７日 
 

ヨハネの手紙一 4：７～２１ 
 
「わたしたちが愛するのは、神がまず

わたしたちを愛してくださったからで
す」（１９節）。ここに神の選びの愛が語
られています。わたしたちはこの愛を魂
の奥底まで知らなければなりません。神
が、ただ愛のゆえに、罪⼈に過ぎないわ
たしを愛されました。いまその愛に、⼼
から愛されていますか。「愛せよ」とい
う命令は、主に愛されることから始まり
ます。神に愛される⾃分を知る⼈は、⽬
に⾒える兄弟を愛するでしょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2008年 5月） 

 
 
第５３８日  
 

ヨハネの手紙一 5：１～１２ 
 

「この⽅は、⽔と⾎を通って来られた
⽅、イエス・キリストです」（６節）。
「⽔」は主イエスの洗礼を、「⾎」は⼗
字架を意味しています。イエスは、罪の
ない神のひとり⼦でありながら、わたし
たち⼈間と同じ⽴場に⾝をおいて洗礼を
受けられました。そして、わたしたちの
罪を負って⼗字架で死に三⽇⽬に復活さ
れたことを通して、完全な罪の贖いと永
遠の命の希望を与えてくださったので
す。これ以上の証しがあるでしょうか。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 8月） 
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第５３９日 
 

ヨハネの手紙一 5：１３～２１ 
 
「何事でも神の御⼼に適うことをわた

したちが願うなら、神は聞き⼊れてくだ
さる」（１４節）。この⼿紙の作者は、こ
のことを確信していると書いています。
祈りの本質がここにありますね。わたし
たちの願いが神の御⼼に適っていて、神
の御⼼がわたしたちの願いとなっていま
す。神の思いとわたしの思いが重なり、
⼀つになっているということでしょう。
願ったことが既にかなえられていると分
かる信仰を求めましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2008年 5月） 

 
 
第５４０日 
 

ヨハネの手紙二１～１３ 
 

キリストが⾁体をもった⼈として来ら
れたことを否定し、霊的な知識だけを誇
りとして罪に無感覚な⽣活を続ける⼈々
に対して、ヨハネは警告しています。 

「⼈を惑わす者」を⾒分ける鍵は、愛
に歩んでいるかどうかです。聖書につい
ての知識が増えることは良いことです
が、それが互いに愛し合うことにつなが
っていかないなら、何かが間違っていま
す。真理には必ず愛が伴っていることを
胸に刻みましょう。 
（執筆・初出：品川謙一・2001年 12月） 

第５４１日 
 

ヨハネの手紙三１～１５ 
 
「愛する者よ、あなたの魂が恵まれて

いるように、あなたがすべての⾯で恵ま
れ、健康であるようにと祈っています」
（２節）。この祈りの⾔葉が、わたした
ちの祈りの⾔葉となりますように。互い
に愛し合うということは、互いのために
このように祈り合うということでもあり
ます。このような愛の交わりが与えられ
ていることを感謝しつつ、今⽇も信仰の
友のために祈ります。 

 
（執筆・初出：石坂和久・2015年 2月） 

 
 
第５４２日  
 

ユダの手紙１～１６ 
 

偽教師が紛れ込み、神の恵みをみだら
な楽しみに変え、主であるイエス・キリ
ストを否定しています(４節）。偽教師た
ちは、救われていると⾔いながら、教会
の中で⾁のおもむくままに⾏動していま
す。福⾳の⼒が絶対であるのは、愛の神
の主権の前に⽴ち帰るときだけです。神
の御⼼と無関係になれば、福⾳の⼒はあ
りません。そこには厳然と裁きがありま
す。失敗を恐れるのではなく、神と無関
係になることを恐れましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2004年 1月） 
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第５４３日 
 

ユダの手紙１７～２５ 
 
罪に誘惑された⼈々を憐れみ、彼らを

「ほかの⼈たちを⽕の中から引き出して
助けなさい」（２３節）と勧められる⼀
⽅、「また、ほかの⼈たちを⽤⼼しなが
ら憐れみなさい」（２３節）とも⾔われ
ています。「⽤⼼しながら」とは、彼ら
を助けようとして⾃分⾃⾝が罪に陥らな
いようにとの注意です。罪⼈を憐れむこ
とと⾃分も罪に陥ることは全く別のこと
であり、本末転倒です。わたしたちも注
意しなければならない点だと思います。 

（執筆・初出：品川謙一・2009年 8月） 

 
 
第５４４日 
 

ヨハネの黙示録 1：１～８ 
 

「イエス・キリストの黙⽰」（１節）。
黙⽰録をおもしろおかしく解釈したり、
現代の世相に当てはめることは、昔から
今に⾄るまで盛んに⾏われています。で
もそれは間違いです。なぜなら、これは
「イエス・キリストの黙⽰」だからで
す。わたしたちはこの書から、イエス・
キリストの福⾳を読みとらなければなら
ないのです。この書だけを読まないで、
聖書全体のメッセージに照らし合わせ
て、福⾳を読み取るようにしましょう。 

（執筆・初出：大井満・2005年 8月） 

第５４５日 
 

ヨハネの黙示録 1：９～２０ 
 
苦難の僕ヨハネに、栄光のキリストが

語られました。「恐れるな。わたしは最
初の者にして最後の者、また⽣きている
者である」（１７、１８節）。世界、歴史
の中でキリストは教会の主であられま
す。２０節の「七つの星は七つの教会の
天使たち、七つの燭台は七つの教会」と
は、教会が天的なものであり、また福⾳
という光を照らす使命を与えられている
ことを現わしています。今、わたしたち
はこの主の教会に仕えているのです。 
（執筆・初出：花房光江・2001年 12月） 

 
 
第５４６日  
 

ヨハネの黙示録 2：１～７ 
 

ここでは、神がまず良いところを評価
され、それから悪いところを注意してく
ださる⽅であることがわかります。３節
に「あなたはよく忍耐して、わたしの名
のために我慢し、疲れ果てることがなか
った」とあります。忍耐し、我慢し、疲
れないで⾒ていてくださるのは神の⽅で
す。このような神の愛を知ってどうして
悔い改めないでいられましょうか。「初
めのときよりもっとあなたを愛します」
と⾔わないではいられませんね。 
（執筆・初出：花房光江・2001年 12月） 
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第５４７日 
 

ヨハネの黙示録２：８～１１ 
 
「わたしは、あなたの苦難や貧しさを

知っている。だが、本当はあなたは豊か
なのだ」(９節）。いまこの世の中の⼈々
が求めている豊さとはなんでしょうか。
⼈よりもいい⽣活をすることでしょう
か。聖書が語る豊かさはそれとは異なり
ます。本当の豊かさは神との交わりにあ
ります。わたしたちが求めるべき豊さと
はどちらでしょうか。わたしたちの⽣活
はその本当の豊かさを求めているのでし
ょうか。 

（執筆・初出：石坂和久・2008年 6月） 

 
 
第５４８日 
 

ヨハネの黙示録２：１２～１７ 
 

「勝利を得る者には隠されていたマン
ナを与えよう。また、⽩い⼩⽯を与えよ
う」（１７節）。２章からアジア州の７教
会に宛てた⼿紙が続いています。それぞ
れ信仰の戦いの最前線にあります。偶像
崇拝が盛んなペルガモンの教会は迫害を
耐えました。しかし、異なった教えを除
かなければなりません。御⾔葉に聞き従
うことが勝利の⽅程式です。⼀⽇も早く
マンナと⽩い⼩⽯をいただいて「新しい
名」を知りたいものです。 

（執筆・初出：坂井一富・2015年 3月） 

第５４９日 
 

ヨハネの黙示録２：１８～２９ 
 
「⼤⽬に⾒ている」という⾔葉が印象

的です。彼らは悪いとわかっていながら
それを放置していたということでしょ
う。主イエスの⼗字架の愛は罪を「⼤⽬
に⾒る」のではありません。罪の裁きを
⾃分の⾝に受け、その貴い贖いのゆえに
⼈を赦すのです。兄弟姉妹の罪に気付い
たとき、⼤⽬に⾒るのはその⼈を滅びに
引き渡すことです。主の知恵をいただい
て、その兄弟姉妹が悔い改めに導かれる
よう祈り、助ける者となりましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 8月） 

 
 
第５５０日  
 

ヨハネの黙示録３：１～１３ 
 

「⽣きているとは名ばかりで、実は死
んでいる」（１節）とは厳しい⾔葉で
す。おそらくサルディスの教会には、異
端に引かれる熱⼼さも、迫害されるほど
強い信仰的確信もなかったのでしょう。
平凡さにあぐらをかいた熟眠した教会で
した。主は「⽬を覚ませ」と⾔われま
す。⼗字架の福⾳は平凡なものではなく
愛の⾰命です。今⼀度、主の⼗字架を仰
ぎ、その愛を受け⽌めましょう。そこか
ら本当の命が流れ出ているのですから。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 8月） 
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第５５１日 
 

ヨハネの黙示録３：１４～２２ 
 
「熱くも冷たくもなく、なまぬるいの

で、わたしはあなたを⼝から吐き出そう
としている」（１６節）。七つの教会の中
で最も厳しい批判を受けているラオディ
キアの教会。しかし主は「わたしは愛す
る者を皆、叱ったり、鍛えたりする。だ
から、熱⼼に努めよ。悔い改めよ」（１
９節）と⾔われ、彼らを⾒捨てていない
と明⾔されました。それほど主イエスの
愛は熱いのです。あきらめずに⼾をたた
き続ける主に⼼の扉を開きましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 8月） 

 
 
第５５２日 
 

ヨハネの黙示録４：１～１１ 
 

地上は悪に満ち、悪が⽀配し、教会は
迫害されています。ヨハネは霊感によっ
て天上の礼拝を⾒ました。「⾒よ、開か
れた⾨が天にあった」（１節）。天上の⾨
は開かれています。神と⼈間世界との間
は開かれているのであって、決して閉ざ
されてはいないのです。⼈間と世界がど
れほど悪に満ちていても、また⼈間（わ
たし）がどれほど罪に毒されていても、
神からの通路は開かれているし、神の愛
は注がれているのです。 

（執筆・初出：大井尚・2002年 1月） 

第５５３日 
 

ヨハネの黙示録５：１～１４ 
 
封印された巻物の中には、神の奥義が

記されていますが、誰にもその封印は解
くことができません。神の救いの業は閉
じられているということでしょう。そこ
に⼩⽺が登場します。しかもその⼩⽺は
屠られた⽅で「御⾃分の⾎で、神のため
に⼈々を贖われ」（９節）た⽅です。い
うまでもなく、主イエス・キリストであ
り、⼗字架に死なれた⽅です。この⽅に
よってこそ、神の救いの業が⾏われ、わ
たしたちが救われるのです。 

（執筆・初出：大井尚・2002年 1月） 

 
 
第５５４日  
 

ヨハネの黙示録６：１～１７ 
 

終末の滅びの描写は⼀⾒恐ろしいもの
に思えますが、それらはわたしたちを脅
すために語られているのではありませ
ん。むしろ⽬に⾒える世界が⼀時的なも
のであり、やがて神のご⽀配が完全に実
現することを⽰して、わたしたちに希望
と平安を与えるためです。終末の正しい
認識は、⽇々の忙しさの中で、わたした
ちの優先順位を整えてくれます。神の国
の完成に向けて、今⽇という⼀⽇を⼤切
に⽣きましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 8月） 
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第５５５日 
 

ヨハネの黙示録７：１～１７ 
 
「彼らは⼤きな苦難を通って来た者

で、その⾐を⼩⽺の⾎で洗って⽩くした
のである」（１４節）。第七の封印が開か
れる前に、きびしい迫害を戦いぬいた、
⼤群衆による天の礼拝が現れます。今⽇
の教会の戦いを「真綿で⾸を絞められる
ような迫害のとき」と表現した⼈があり
ます。教会は、今も巧妙なサタンと戦っ
ています。わたしも、天の礼拝を⽬指し
てキリストに反する世と戦う、⼤切な⼀
員として選ばれているのですね。 

（執筆・初出：花房光江・2008年 6月） 

 
 
第５５６日 
 

ヨハネの黙示録８：１～１３ 
 

滅びの描写の中に「聖なる者たちの祈
り」が⾔及されていることは注⽬に値し
ます。最終的な裁きの権威を持つ神の前
に、わたしたちの祈りは確かに届けら
れ、終末の出来事に関わっているので
す。それだけの⼒が祈りにはあるという
ことです。何の⼒もないように思えるわ
たしでも、祈りを通してこの世界を変え
る神の御業に関わることができます。主
よ、今⽇あなたが成そうとしておられる
御業の中にわたしを⽤いてください。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 8月） 

第５５７日 
 

ヨハネの黙示録９：１～２１ 
 
「災に遭っても・・・悔い改めず」

（２０節）。罪の中に⽣きつづける⼈間
の頑固さが⽰されます。その罪とはここ
では偶像礼拝、殺⼈、まじない、みだら
な⾏い、盗みです。今⽇でもこれらの罪
は⽇常茶飯事としてわたしたちの社会に
現存し、だんだんとエスカレートしてい
ます。罪とも思わない⼼理的マヒが⾒ら
れます。「悔い改め」は救いのための最
後の機会であり、救いへの最終段階で
す。神の愛は残されています。 

（執筆・初出：大井尚・2002年 1月） 

 
 
第５５８日  
 

ヨハネの黙示録１０：１～１１ 
 

最後の滅びのラッパが吹かれる前に、
わたしたち教会には「良い知らせ」を告
げ知らせる使命が託されています。ヨハ
ネが⾷べた巻物が⼝には⽢く腹には苦か
ったのは、それが信じる者の救いと共に
信じない者への滅びの宣告を含んでいる
からでしょう。真の預⾔者は、悪者への
裁きを忠実に語りますが、それは彼にと
って苦いのです。滅びゆくこの世界と
⼈々への愛をもって、福⾳を語り続けて
いきましょう。 

（執筆・初出：品川謙一・2005年 8月） 
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第５５９日 
 

ヨハネの黙示録１１：１～１４ 
 
３節に「⼆⼈の証⼈」が登場します。

この⼆⼈は、モーセとエリヤを象徴し、
迫害下にあって「証し」をする教会を指
しています。彼らは異教徒の法廷で、死
を怖れずに主キリストを救い主として告
⽩します。この証⾔（マルテュリヤ）は
そのまま殉教者の意味になっています。
彼らは殉教の死を遂げますが、神からの
命の息によって⽴ち上がり、「ここに上
って来い」（１２節）と天に上げられま
す。信仰の証⾔には命が伴います。 

（執筆・初出：大井尚・2002年 1月） 

 
 
第５６０日 
 
ヨハネの黙示録１１：１５～１９ 

 
「今おられ、かつておられた⽅、全能

者である神、主よ、感謝いたします。⼤
いなる⼒を振るって統治されたからで
す」（１７節）。第七のラッパが吹かれ、
きびしい神の裁きが進展する直前に、⼆
⼗四⼈の⻑⽼（全教会）による讃美が響
きわたります。地上の教会も、「統治さ
れるでしょう」ではなく「統治された」
と、いつも神を讃美しています。わたし
たちの救いと神の勝利は、神の御⾔葉に
よりすでに成就しているからです。 

（執筆・初出：花房光江・2008年 6月） 

第５６１日 
 

ヨハネの黙示録１２：１～１８ 
 
「勝てなかった。そして、もはや天に

は彼らの居場所がなくなった」（８節）。
⿓（サタン）は天から投げ落とされ、地
上で⼥（教会）を追い回し苦しめます。
しかし、⼥には鷲の翼が与えられ、安全
な場が備えられています。怒り狂うサタ
ンの攻撃の厳しいさなかでも、教会は、
神の勝利の宣⾔（１０〜１２節）をはっ
きりと聞くことが許されています。地上
の戦いで弱いと⾒える教会ですが、主が
味⽅です。恐れることはありません。 

（執筆・初出：花房光江・2008年 6月） 

 
 
第５６２日  
 

ヨハネの黙示録１３：１～１８ 
 

「わたしはまた、⼀匹の獣が海の中か
ら上って来るのを⾒た。・・・頭には神
を冒涜するさまざまの名が記されてい
た」（１節）。海の中から、地中から（１
１節）の⼆匹の獣の意味は、当時の皇帝
礼拝を強いていた状況から考えると偶像
礼拝を強いる⼒、滅びに導く偽リーダー
の出現で苦しめられることです。今⽇も
時代のシステムに仕⽅なく苦しめられる
クリスチャンが増えることでしょう。で
も教会には祈りの武器があります。 

（執筆・初出：金明瑾・2015年 3月） 
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第５６３日 
 

ヨハネの黙示録１４：１～１３ 
 
「彼らは労苦を解かれて、安らぎを得

る」（１３節）。当時、迫害の恐怖に揺ら
ぐ⼈たちもあったでしょう。しかし、イ
エスに対する信仰を守り続ける聖なる者
たちは、やがて労苦を解かれて安らぎを
得ると⾔っています。今のわたしたちに
は、迫害より、誘惑の⽅が⼤きいかもし
れません。神から引き離そうとする⼒
は、獣の名の刻印を押そうとしていま
す。⼩⽺の名と、⼩⽺の⽗の名が記され
ている者として、⽣きましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 9月） 

 
 
第５６４日 
 
ヨハネの黙示録１４：１４～２０ 

 
「『鎌を⼊れて、刈り取ってくださ

い。刈り⼊れの時が来ました。地上の穀
物は実っています』」（１５節）。永遠の
命への刈り取りと、永遠の滅びへの刈り
取りが語られています。みなさんはこの
箇所を読んで何を思われたでしょうか。
救われた者としての安堵ですか。それと
も・・・ 安堵に留まっていてはいけま
せん。わたしたちは福⾳を告げ知らせる
という使命を担うために救い出された者
です。 

（執筆・初出：石坂和久・2012年 6月） 

第５６５日 
 

ヨハネの黙示録１５：１～８ 
 
「すべての国⺠が、来て、あなたの前

にひれ伏すでしょう」（４節）。最後の七
つの災いが降されようとしています。天
上では、信仰の勝利者が神の僕モーセの
歌と⼩⽺の歌とをうたっています。主の
救いの御業をたたえているのです。神の
正しい裁きが明らかになりました。その
裁きによって神の義が貫かれます。だれ
が御名を畏れず、たたえずにおられまし
ょうかとうたっています。聖なる⽅は主
だけです。主を礼拝しましょう。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 9月） 

 
 
第５６６日  
 

ヨハネの黙示録１６：１～１１ 
 

「第五の天使が、その鉢の中⾝を獣の
王座に注ぐと、獣が⽀配する国は闇に覆
われた。⼈々は苦しみもだえて⾃分の⾆
をかみ、」（１０節）。「獣の王座」とは神
に背き、教会を迫害する権⼒、つまり不
法、差別、不信仰、虐待、むさぼりなど
を制度化していた組織、政府のことで
す。⾃分の⾆をかむほどの苦しみのと
き、悔い改めるより、災いを催促する有
様（１１節）です。苦しみは悔い改めと
神に近づくチャンスです。 

（執筆・初出：金明瑾・2015年 3月） 
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第５６７日 
 
ヨハネの黙示録１６：１２～２１ 

 
「⽬を覚まし、⾐を⾝に着けている⼈

は幸いである」（１５節）。神殿の⽟座か
ら「ことは成就した」という⼤声が聞こ
えます。この声は、イエスの⼗字架上で
の⾔葉を思い出させます。イエス・キリ
ストの⼗字架と復活によって、勝利はす
でに収められています。その勝利に対す
る信仰の⾐を⾝に着けている者は幸いで
す。キリスト者の⽣活は、主の霊的な戦
いの勝利にあずかる者として今を⽣きる
ことです。主はすでに勝利です。 

（執筆・初出：三浦寿夫・2005年 9月） 

 
 
第５６８日 
 

ヨハネの黙示録１７：１～１８ 
 

「この者どもは⼩⽺と戦うが、⼩⽺は
主の主、王の王だから、彼らに打ち勝
つ・・・」（１４節）。この世を⽣きる限
り、わたしたちの⼈⽣から困難や苦しみ
はなくなりません。しかしその中にあっ
て⼩⽺なるイエス・キリストを信じ、全
てを委ねるとき、それらどの苦しみも⼀
時的なものであり、最終的には勝利が約
束されていることをわたしたちは知りま
す。いまあなたが抱えている苦しみは必
ず勝利に終わります。 

（執筆・初出：石坂和久・2012年 6月） 

第５６９日 
 

ヨハネの黙示録１８：１～１０ 
 
「地上の商⼈たちは、彼⼥の豪勢なぜ

いたくによって富を築いたからである」
（３節）。ローマの「豪勢なぜいたく」
が表すのは、⽂明と物質のことでしょ
う。しかし豊かさの影に貧困が、⽂明の
影に搾取があることを考えさせられま
す。より豊かさを求めることは「豪勢な
ぜいたく」を維持するためでもあります
から。１にも２にも経済対策に没頭する
「地上の商⼈たち」に翻弄されないため
に、信仰の⽬覚めが必要です。 

（執筆・初出：金明瑾・2015年 3月） 

 
 
第５７０日  
 
ヨハネの黙示録１８：１１～２４ 

 

「豊かになったのに、ひとときの間に
荒れ果ててしまうとは」（１９節）。神に
反逆し、多くの聖徒の⾎を流した都バビ
ロンは、神の裁きにより⼀瞬にして崩れ
去りました。バベルの塔の記事を思い出
します（創世記１１章１〜９節）。神に
逆らうサタンが徹底的に裁かれる⽇も間
近です。わたしたちは、ひとときの楽し
みを追う今の世にあって迷うことなく、
常に天を仰いで、神を畏れ、愛する道を
歩みましょう。 

（執筆・初出：花房光江・2012年 7月） 
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第５７１日 
 

ヨハネの黙示録１９：１～２１ 
 
「そこで、⼆⼗四⼈の⻑⽼と四つの⽣

き物とはひれ伏して、⽟座に座っておら
れる神を礼拝して⾔った。『アーメン、
ハレルヤ』」（４節）。主⽇の礼拝も、⼈
間の側の都合や求めから⽣じたものでは
ありません。天と地の全教会が⼀つにさ
れて神を礼拝する聖なるときです。きび
しい迫害下に⽣きた代々の聖徒たちも、
この事実に慰められ、励まされました。
キリストによって礼拝者とされた光栄と
恵みを⼼から感謝しましょう。 

（執筆・初出：花房光江・2012年 7月） 

 
 
第５７２日 
 

ヨハネの黙示録２０：１～１５ 
 

「それは命の書である。死者たち
は、・・・彼らの⾏いに応じて裁かれ
た」（１２節）。神に反逆し、多くの神の
しもべの⾎を流したサタンは徹底的に滅
ぼされました。この時、すべての⼈々が
⽟座の前で裁かれています。その裁き
は、命の書に名が記されているかどうか
で⾏われました。名が記される基準は、
福⾳を聞き、主イエスによる救いを受け
⼊れ、⽣涯、神から与えられた恵みの中
を⽣きたかどうかです。 

（執筆・初出：花房光江・2012年 7月） 

第５７３日 
 

ヨハネの黙示録２１：１～８ 
 
「⾒よ、神の幕屋が⼈の間にあって、

神が⼈と共に住み、⼈は神の⺠となる」
（３節）。天国とはどんなところである
かがはっきりわかります。わたしたちに
はこの世の果てに、全く新しい世が開け
ていて、そこに移される希望が与えられ
ています。そこで出会うのは、共に住ん
でくださる神ご⾃⾝であり、それゆえも
はや死はなく、悲しみも嘆きも労苦もあ
りません。限りなく慕わしいお⽅と共に
住むのです。 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 9月） 

 
 
第５７４日  
 

ヨハネの黙示録２１：９～２７ 
 

「都は神の栄光に輝いていた・・・」
（１１節）。聖なる都エルサレムは、神
の栄光に輝いています。神と⼩⽺キリス
トの栄光の明かりは、この世の最⾼の宝
⽯の輝きにまさるものです。ここに⼊れ
る⼈はだれですか。キリストによる罪の
赦しを信じ、ただ神の憐れみにすがって
⽣きる⼈です。わたしたちの⽬指す先は
主がわたしたちのために備えていてくだ
さるこのすばらしい都です。 
 

（執筆・初出：花房光江・2012年 7月） 
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第５７５日 
 

ヨハネの黙示録２２：１～５ 
 
｢もはや、夜はなく、ともし⽕の光も

太陽の光も要らない｣（５節）。この冬、
「極夜」を経験しました。⼀⽇中、太陽
が地平線の上に昇らないのです。それで
もちょうど夜明け前のような明るさがあ
り、⽇中の数時間は太陽の光を感じられ
ます。新しい都には神ご⾃⾝が栄光の光
を輝かせてくださるので、太陽の光は不
要です。もし私たちが今、神の御業に、
真剣に⽬を向けるなら、このようなご栄
光の光を⾒ることができるのです。 

（執筆・初出：大井満・2015年 4月） 

 
 
第５７６日 
 

ヨハネの黙示録２２：６～２１ 
 

「『然り、わたしはすぐに来る。』アー
メン、主イエスよ、来てください」（２
０節）。聖書は⼀書⼀書、別々に書かれ
て編まれたのですから２２章に頻発して
いる「この書物の預⾔の⾔葉」とは、ヨ
ハネの黙⽰録だけのことです。しかし全
聖書の御⾔葉を締めくくる最後のページ
に配されたことは、何とこの御⾔葉にふ
さわしいことでしょう。この約束にわた
したちのすべての希望がかかっているの
ですから。 

（執筆・初出：笹山緑・2005年 9月） 
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「わたしはあなたの⾏いを知っている。あなたは、冷たくもなく熱くもない。むしろ、
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